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此
賃
銀
が
5

べ

羞

敌

費

S

て
は

諸

點

反

5
論

f
て

ら

れ

て

居
る
。
 

先
つ
此
.
本̂

霞

k
依
つ
て
扶
養
3
る
べ
^
-家

族

數

は

各

S

賃

銀

統

馨

周

間

k

s

l

b生
：

U
、

-一
 

r

. 

サ
ゥ
ス

•
.ゥf

v
K

州
S

て
は
夫
婦
の
み
S

す
る

生
活
賃
f

一
 

人
の
兒
童
S

す
る
兒

童

手

當

制

I
用
 

•\
ゥ

"
ス
タ
r

ォ
丨
ス
ト
ラ
リ
ァ
州
に
於
て
は
夫
婦
及
兒
童
二
人
、
其
他
の
四
州
及
聯
邦
當
局
は
丁
て
ス
ダ
擧 

け

J
r <
夫
S

兒
塞
一
人
ど
し
た
。
而
し
て
S

の

調
査
に
'
f

 
一
if
i
r
v
s
對
す

を
扶
養
兒
童
の

平

均
數
ば 
一一X
 

丨

達
せ
ず
菩

る

主
張
が
屢
々
現
れ
た
。
併
し
未
だ
勞
働
者
の

世
帶
の
み

S

V
の
統
I

な

i

f

帶
S

許

を
某
礎
ど
す
名
主
張
で
あ
る
が
故k
ハ

，正
確
な
名
.
.平
均

兒

-1
の
，
數

は

之

を

求

：

€
難

3
。
：
何
ビ
な
れ
ば
勞
働
者
家
庭
に

-

'••
.ず
.
*
*
.
、
'
. 

卜
-I 

, 

'
I
.
.
-
.
,
* 

I 

. 

I 

-

炎

て

は

、1

f

1

の

數

ザ

比

黯
U

1

R
考

::
1
4

多

缘

は

J

8
實

I

る
I

で
ぁ
る
。

次

に

食

糧

费

^

就

て

は

、

ー！
 

r

•サ

ゥ

ス

•
ク

r

ル

ズ

州

の

ヘ

ィ

ド

ン

判

事

.は

バ

丨

グ

h
.

ス

タ

賛

銀

に

於

る

食

糧

ニ

四

へ

.

.
'
.
.
.
.
. 

. 

-1 

\ 

f 

. 

-+• 

■

志
六dr ：

を
以
て
過
多
で
あ
る
ど
主
張
し
た
。
，
其
論
據
は
次
の
統
計
ド
あ
る
。
，即

ち
.一
九
1
0年
七」

月

ょ

ク1
,
1

弗
六 

月
末
^
で

の

1
年
間

^
於
て
、

ー
週
間
約
六
0
志
の
败
.入
あ
'る
|

—三
；
世

帶

、
は

平

均

ニ

0
志

1

0片
を
食
糧
费
^
支 

出
し
、.,;
：

1..

週

四

九

志
1
:0
片
の
收
入
#
る
四
四
*
帶
は
平
#
:ー，八
：志
九
片
を
支
出
し
た
る
事
が
、_
聯
邦
漱
計
局
の
調 

査

R
依cv

て
示
3
れ
た
。
，而
も
是
は
ハ
ー
グ
ヱ
ス
タ
判
決
三
年
後
の
事
で
あ
つ
て
、
此
間
に
物
價
の
著
し
&
騰
貴
が
あ 

り
れ
の
で
あ
る
。
：次
に
メ
ー
グ
ユ
：
ス
ッ
タ
*
銀

は

九

志

七

：
片

，
の

_雜
費
を
洽
ひ
で
桓
る
が
、
之
に
就
て
も
亦
.
へ
ィ
ド
ン
判
事

.
-
-
- 

• . 

、
 

.

.

. 

, 

.

.

.

. 

•
 

* -
.
•
'
*
•
•

■

*• 

. 

' 

' 
. 

I - 

H 

. 

. 

• • 

、
.
•
.
_
•
-

は
、
此
雜
費
な
る
も
の
：は
各
家
族
の
嗜
好
及
剩
餘
收
入
，の
多
寒
^
依

り

'て
事
實
土
著
、し
>
-
相
違
す
る
沭
の
で
あ0
て

、

. 

-

- 

.

.

. 

..

•
'
产

 

•
•
•
•
'
! 

. 

.

.

.

. 

...V 

- 

•
• 

• 

-

.

,'
<1.
. 

ノ* 

, 

.

. 

- 

• +■ 

• 

. 

, 

.V 

. 

. 

.
i
:

 
i 
.
 

• 

„ 

.
1

之
に
對
し
て
:
.
1
般

^
承

1認
^
る
べ
さ
標
準
.
%設
定
す
：る
が
如
§
事
は
殆
ぞ
，不
可
能
苽
る5:
.指
摘
.し
.た
。
且
又
.、ノ 
f 
•ゥ
エ

.一—

.

.
-
.

.

.
’ 

' 

• 

. 

- 

•. 

•

—

-.::

:
.

.

.

^

.ス

.
'タ

判

決

以

來

、

雜

費

は

全

收

入

，の

增

.咖

ど

伴

ひ

食

糧

費

又

は

家

賃

以

.上

.の

速

夜

^

以

て

猶

加

し

て

居

る

の

で

あ

る
 

が

ご

而

も

.

.へ•
ィ

ド

シ

侧

事

は

J

l

.

r

•
サ

ゥ

.
ス

•

ゥ

工

州

^

•
て
：生

活

賃

銀

に

，關

す

る

判

狹

を

與

H

る

に

際

し

、
 

自

身

適

當

W
®

は

る

ゝ

額

::
:
?
:定

む

る

能

は

ず

已

む

を

.得

ず

し

で

本

ギ

ン

：

ズ

到

雄

の

九

志

七

片

を

シ

ド

'ニ
ィ

の

：物

價

R
 

換

算

し

龙

名

額

を

«

_
し

た

0

:'
-:
-
. 

ー，

パ

：
.：
.ド

：
.へ

::
'
'
'
ミ

',..

.1

九
©
七
年
以
來
現
在
^
至
.る
ま
で
、
辕
洲
聯
邦
，當
.局
の
方
針
は
基
本
實
飯̂

て̂
.此

-
丨
，ゥ
エ
ス
タ
賃
銀
標
率

.

” 

.

.

.

.
-
.
• 

. 

. 

. 

- 

• 

' 

- 
• 

. <. 

., 

' 
.
■
. 

. 

」

..

.

.

を

維

持

し

て

來

孩

。
如

玉

生

活

費

指

數

は

依

る

算

出

を

以

て

常

に

基

本

賃

銀

を

パ

^

グ

.

ス

タ

賃

鈒

の

水

準

に

猓

つ

. 

,て

來

た

：の

で

あ

る

。

但

し

戰

時

戰

後

の

■物

瀨

喻

滕

の

際

は

、

.
賃

■
.
の

騰

貴

が

物

價

0

夫

忙

：俾

は

ず

、

基

本

賃

鈒

は

一

第

二

十

四

卷(一

六
，芄
三〕

潦
洲
に
於
ける

.

賃
銀
統
制 

笫
十
猇：

1

ニ
五



#

f
奮

二

六

瓦

.四)

涣
，洲
に
於
け
る
爲
銀
.統
制 

第

十

跋

ニ

ー

六

時

啲

置

v

尝

パ

1
グ

;3
^

_
以
下
に
落
ち

::
#
事

實

が

緣

。
就

4

九4

E

#
以
後
は
後
述
す
る
.所
，の
：

「

パ
ヮ 

• 

I
Fス
め
三
志」

.の
«
加
^
侬

0
て
：'、：

，基
本
賃
截
5
1ぐ
:;
)
.ガ
:>
ス
.タ
.標
葬
以

:^
水
：
-1
1
0
:た
：の
で
あ
ゐ

が

^

是

等

の

揚

合

を 

除
い
弋
碁
本
賃
顧
欢
浪
の
菽
準
を
か

r
 %

ぷ

寒

:*
廉
灰
;«
く
：方

針

取

は

未

方
^
變
.化
识
^
い
。
ヒ
.ギv

ズ

判

事

は.斯
. 

る
基
本
賃
銀
次
支
取
，64

0ざ
る
產
藥
紀
對
し
て
、
某
本
賃
銀
以
下
の
額
の
支
拂
を：

許
す
場
合
も
あ
6
得
る
事
を
豫
期 

it
セ
^

^

^
:s
&
a
r
d
:̂
.
8
I
V
->s

t
u
d
N
:

:.
o
p the 

Mini 
日 

I
 wa

g
e
.

 

L
o
n
d
o
n
,

V5
2
.7
, 

o
. 

3
0
)

事
實
上 

k
於
て
ょ 

0
M
f1

時
的
喔
謂
—

合
:?
:
除

’

典
基
^
賃
銀
_

の
賛
銀
が
裁
判
所
紀
舷
：P

5

S
れ
た
事
は
無
い
。 

同
學
«

^

掘̂
«
め
：僧
大
X
共
ド
經
我
1

難

;^
陷
-
9
\
ル
鑛
仙
の
如
&
欠

鋳

し

冗

：
^
夫

-5
:
許
3
在
か
つ
衣
の
で
あ
石
。 

(

A

r
lp
- 

B
.
-
F
i
s
t
,

-(
y
}
o 日 e 

p
r
o
b
l
e
l

 of _
g
€
i
s

 

a
n
d

'&eif 

々
e

售
 a

t
i
_

:rG
r
e
^
B
H
t
a
i
n

 

Since 

I
0
IS. 

L

O
-a
vo
n
^
9淨

T
l'
v
o
.
5

)

又
パ

y藤

判
海
ま
外
國
產
#
沖
|肌
®
.の
：爲
妁
1C
基
本
賃
銀
^
支
掷
；

3

得
ざ
る
產
業
は
、
 

關
稅
R
侬
つ
X
保

藶

さ

'-
Sベ

さ
そ

あ
つ
X
、
*.
本
賃
鈒
以
，下
の
.賃
銀

の

，支

拂

を

；許

さ

る

べ

さ

で

は

無

い

^

の

意

見

を 

述
べ
.
て
f

 

て
.

^
:生
游
賓
顧
の
.原
則
に
對
し
て
は
.い
^
働
*

ロ
侧
も
*
王
侧
も
同
意
、を
表
.至

.居
る
”

相
當
異
論
あ
I

免
れ
s

o
併

しI

九1

八
亦
パ
ヮ
ー
.ズ
判
事
が
、1

;#
载

ぐ
调
立
し
，て
；甚
本
賃
銀
を
決
定
す
る
が
.爲
め
化
新
,
調
査
を
所
ひ
、
.之
ド
は
勞
働
組
合
及
雇
主
組
合
の
參
加
を
見
た 

の
で
あ
る
が
、其
結
果
は
唯
衣
服
費
の
著
し
き
騰
貴
の
爲
め
k
ニ
志
の
僧
加
あ
ぅ
し
.の
み
.で
ン
ー
グ4

ス
タ
賃
鈒
を
嚯 

認
す
る
た

終
つ
た

。
而

し

て一

九 
一
ー
0
£

も

，
弗
基
本
賃
銀
調
査
©
員
會
の
調
査
報
吿
は
、

：

平
均
不
熟
練
勞
働
莕 

の
生
活
標
準
ビ
し
て
‘ノ
丨
グ
ュH

.

ス
タ
標
準
の
.滿
足
.な
る
：事
を
裏
.書
し
た
.の
で
あ
，"る
.。
.斯
の
如
X
パ
ー
グ
*
ス
タ
賃
鈒

は
、
：.ぺ
1
九
0 ,
七
年
以
來
數
同
の
公
式
調
靈
k
依
办「

公
正
^
し
て
：合

理

的

な

：：る

し

賃

銀

ミ

し

て

承

認

3
,れ
；て

居.る
が

、

., 

聯
邦
某
本
賃
欽
調
赍
委
員
會
の
委
員
長
た
*
し
ビ
デ
ィ
ン
ト
シ
氏
：.

A
.

 

p
,
p
i
d
d
€
o
n

は
、
メ 

J
ダ
^
:タ
：賃

鈒

.M

. 

準
が
斯
く
長
期
^
渡
つ
‘て
存
續
し
た
.る
ば
其
公
正
k
し
て
合
理
的
な
る
：が
故
は
あ
&
ず
、
.次

：の

如

さ

四

理

由

^
因

る 

も
の
で
あ
る
w
b
.た
。
即
ち(

一)

如
何
な
る
場
合
^
於
て
も
賃
鈒
の
增
加
.は

歡

迎

^

る
 

>も
.の
で
：あ

：々

、

V

丨
グ
ェ
ス 

タ
«

«
は
«
か
な
が
ら
も
*
員
增
加
を
來
た
^
し
め
た
.る
*

、
. 

( 
一
 

■一

)

係
類
な
為
獨
身
勞
働
者
の
生
活
費
は
、

s

 

R 

對
す
る
貯
蓄
等
の
：潜
在
的
費
用
を
除
け
ば
、
五
人
の
象
族
を
有
す
る
勞
働
者
世
帶
の
生
活
費
，の
約
三
分
の
一
な
る
が 

故

^
、.
_身
勞
働
者
は
其
生
活
費
の
少
く
ど
'も
、ニ
'倍
以
土
を
受
.：け
'て
.居

る

ビ

：云
：べ
.る
。
.面
：し
.て
斯
の
如
^
勞
働
者
り 

數
は
、
常

^
全

成

年

輿

子

勞

働

者

：の

約

_五
割

を

占.め
て

居

、る
，事

、
：

3
1
.

)

熟
練
勞
働
者
^
對
し
て
不
熟
練
勞
働
者
に
支 

拂
は
ゐ
く
甚
本
賃
銀
以
上
^
附
加
せ
ち
る
.：、
：賃

銀

差

額

：

&
、實
際
上
窮
乏
を
：輕
減
す
る
に
役
立
ち
し
事
、(

四)

1
九
一 

四
年
以
來
戰
爭
緊
急
時
め
爲
め
^
仲
裁
々
判
所
^
依
つ
：て
：.勞

働

者

階

級

の

：愛

國

心
^
向

0
‘て
な

さ

れ

た

名

訴

へ

：
に
：對 

し
て
、：後
者
が
熱
誠
を
以
て
：反
響
し
產
業
平
和
を
保
.ち
得
た
事
で
.あ
る
。7

'.
“ 

■

:
«上

聯

邦

仲

裁

裁

判

所

の

甚

本

賃

鈒

が

如

何

な

る

も

め

で

あ

る

：か

を

略

述

し

：た
：ゾ

或
程
度
ま
で
.で
ー

ダ
^

タ
標
準
代
從
ウ
て
居
る
が
、實
際

.の

.基
本
賃
鈒
額
に
は
か
な
：.多
の
差
違
が
見
出
3
れ

る

：
。
：
：
.
例
 

へ
：
ば

：

1:

九

，|
|七

年

最

後

め

四

樂

年.̂
於

る
_
ュ
：|
，戈ゥ：：
ず

ダ

ズ

，州シゼ一1

>
仅
：對

す

名

.ふ

ー

ダ

ネ

ス

タ

標

準

賃 

鈒
ミ
施
應
す
る
賃
銀
§

磅

1
G
志
.で
あ

：る

ド

對

し

、

想

田

局

決

定

0

基

本

霞

：.は

夫

婦

の

み

の

世

帶

妃

就

ズ 

五
：志

：で

あ

之.
ク
イ
I
X
.そ
フ
シ
ド
州
ブ
.タ
ス
べ
.

>
:
v

に
於
る
^
1 

の
^
對4

州
當
局
の
：基
本
賃
銀
は
象
族
五
^
の
世
帶
尺
»
し

^
四

磅

：五

志

：、
テ

身

第
.ニ

ナ

四

卷a

六
.五
五)

.

滚
洲
fv
於
け
る
賃
銀
妹
制 

第
十
镔 

ー
ニ
セ



:

第
：二
十
四
卷(

：一
六
五
六

)

潦
梆
に.於
け
る
賃.銀
.絞
制
 

第
十
.披
 

一
二
八

ド
^
於

多

メ

ー

グ

ュ

ス.，タ

檩

準

賃

錁

四

磅

西

志

忙

對

し

、
州

當

局

.の

寒

本

賃

鈒

は

家

族

五

人

の

世

帶

^
對

し

四

磅

五

志 

.六

片

で

あ

へ

ゥ

ュ

ス
タ
ン
•
ォ
ー
ス
ー
ト
ラ
タ
ァ
州
‘パ
•丨
：
巧

其

他

に

於

る
、ノ 

ダ

.ゥ
ス
.一タ
標
^
賃
龈
は
三
倏
.一.
七

志

な 

'る

§
h 
.州
當
：局
決
定
の
基
本
賃
鈒
は
寒
族
四
人
の
"世
帶
R
對
し
て
0
磅

：：五
：志

で'あ

る
-Q
斯

to
如

^
相

違

は

各W
 

ism

局

間

の

勞

働

者

：生

活

必

要

物

K對
す
る
見
解
の
相
違
ょ
，6
生

ず

る

、

の

ど

な

る

事

は

勿

論

：で

.あ
る
が
、
聯
市
當i

f

 

の
パ̂
ブ
ー
ズ
判
‘事
は
斯
る
不
銃
一
.の
存
在
を
.以
..て
勞

働

爭

議

を

增

加

；せ

^
む
_る

ニ

因

で

あ̂

ど

歎

じ
..：て
M
る
o
同

判 

事

に

從
；
„

 

#當
局
^
依

つ
\て
聯

邦

當

局

：の

賃

鈸
.ょ
.ら
低
.
$賃
鈒

を
.決

定

さ

れ̂

る
^

を
擗
大
し
：て
再
び
爭
議
を
起
/
^
.
し
聯
邦
當
局
：の
判
：決
を
受
け
ん
：ど
す
_る
_で
あ
ら
ふ
し
、
反
對
に
ク
ィー

ン
ス
ラ
シ
ド 

州

^
於
芩
が
如
く
.、：
州
當
局
に
依
：つ
：■て
聯
邦
當
局
.ょ
I
:
:高
含
.賃
銀
が
.決
定
.は
.れ
た
る
場
合
;■
(
:ほ
、
旖
邦
當
爵
決
定 

”の
賃
銀
率
を
受
け
.つ
：
> あ
る
向
州
：S

働
者
は
勢
a
不

滿

字

暑

る

.を

樽

绣.

ベ

：
卜

：I
I
、

生

活

標
準
決
定
去
ハ 

前
章
^
於
て
聯
邦
裁
判
所
が
：一
九
〇
七
年
以
來
>,
丨
グ
ネ
ネ
タ
賃
銀
標
準
を
維
持
し
來
だ
れ
る
事
を
述
べ
た
/
即
ち 

同
裁S

K
：

は
.
.

I

九
'
.

H
i
l

年
以
後
,

聯
邦
統
計
局
の
定
期
^
發
表
ず
る
：生
活
費
變
.動
指
數
を
用
a
、
パ
j
ダ
ヱ
ス
タ
賃
銀 

を
現
在
の
.：生
活
費
^
對
し
_
節
し
：て
ハ
ー
：グ
ュ
ス
タ
生
活
費
標
準
議
持
じ
來
^
つ
^
の
で
あ
.る
。
而
し
て
一
九
一
二 

.年
以

後

は

其

#
決
中
^
生
活
費
の
變
動
R
從
ひ
定
期
に
賃
銀
率
の
&
訂
を
行
：̂
べ
為
規
定
^
柿
入
す
る
事
を
常vj 

U
て
被
た
。
本
來
.銃
許
局
の
生
活
費
桁
數
：な
る
も
の
は
、何
等
特
定
•階
.級
^
標
準
坐
洁
を
考
旖
す
る
も
.の
'で
は
な
く
、
 

す
べ
て
の
階
級
t
通
じ
てT.

般
普
通
に
購
入
せ
&
_る
>
物
件
を
.選
定
し
、
斯
る
物
，件vj

關
聯
し
て
貨
幣
價
値
•の
變
動 

ゼ
表
す
も
の
で
ぉ
る
。■'聯
邦
裁
判
所
ば
此
指
數
を
以V

、

相
當
*
確
：纪
；勞

働

者

：生

活

费

の

變

動

を

表

す

を

認

ひ

，ふ
が

故
は
、
：
迪
本
賃
銀
改
訐'の
某
準
ミ
し
^
使
用
す
を
の
セ
あ
4
。
：.，果
し
.て
，：統
.計
局

0
療
活
費
揩

變
動
幺
表
す
も
の
で
あ
ら
ふ
が
。
吾.々
は
此
處
R
於
て
統
計
局
の
生
活
費
指
：數
を.吟
味
す
る
必
荽
を
.見
出
す
。

'
先
づ
.此
指
數
."の
算
出
法
を
.一

瞥
す
る
に
、
此
方
法
は
所
謂「

總
和
費
用
算
出
.法」

Aggregate-Expenditure Method. 

M

f

る
、
も
の
で
あ
つ
て
、
f

一
 
般

普

通

に

購

入

意

、
物
件
^
選
定
し
、
:次
に
選
.定
さ
れ；
た
る
數
個
所
の 

特
定
：區
域
k
於
る
代
表
的
小
寶
商
k
就
きv

其
物
件
の
最
も
多
く
賣
ら
る
、
價
袼
即
ち
代
表
價
格
を
求
め
、
ft
個
の 

代
表
的
小
賣
商
ょ
：
同
様
^
し
'て
得
ら
れ
た
る
代
表
«
罾
を
牟
_
し
セ
申
均
代
表
«
格
.を
求
め
、〕

吏
に
之
等
物
件
の 

1

國
^
於
る
.
1年
の
消
费
量
^.
依
>
て
此
平
均
代
表
.價
格
を
加
®
し
て
邡
重
率
^
代
表
價
格
?:
®
出
し
、
、最
後
化
同 

様
の
方
法
に
て
選
定
せ
ら
れ
た
る
ず
ベ
て
の
品
目
に
就
い
：そ

#
ら
れ
.だ

，る

加

重¥
均
.代
表
«
格
.の
總
和
を
、
他
の
年
；
 

^>
同
樣
に
じ
て
得
&:
れ

た

る

ミ

比

較

す

：る
も
の
で
：あ
を
。
.
_邦
^

#
局
れ
0

て
指
數
算
出
の
爲
め
選
擇
せ
&
 

れ
た
が
商
品
は
、
乾
物
荒
■
類〈

麵
包
、
'小
麥
粉
、‘
茶
、
咖
呢
、
砂
糖
^
米
、
沙
榖
，
ジ
ャ
ム
、
ォ
ー
ト
三

丨
グ
ノ
，
蹲 

葡
萄
、
種
無
乾
葡
萄
、
«
粉
、
藍
、
蠘
燭
、
、石
輸
、
馬
齡
薯
、
玉
葱
、
，燈
用
石
油
、)

搾
乳
場
製
品
類(

牛
乳
、
牛
酪
、
 

乾
酿
、
»
卵
、
、豚
胸
燻
肉
、
同
肩
燻
^:
、
同
腿
燻
肉
、)

自

«
ハ
牛
、
,

豚
の
糜
、胃
、„

15
)1
«
、
^

腿

管

燒

肉

、
 

鹽

漬

肉等
：}

及
家
賃
で
あ
つ
で
、
明
^
勞
働
者
の
生
活
費
用
項
目
の
备
部
を
現
し
セ
居
な
い
o
一
即
ち
一
九
“一.四
年
の 

調
，査
^
依
れ
ば
是
等
魏
用
項
目
^
對
す
5'
-
.支
出
は
鲁
通
世
帶
以
總
支
出
0.
約
六
〇
如
^
當

0
て
居
^
、
殘
額
四
〇
％ 

は
衣
职
^
對
す
る
支
出
約
一
三
^
燃
料
灰
燈
火
に
對
し
て
め
約
1

^
雜
費
^/
し
て
の
約
ー
一
二̂
ょ

々

成

る̂

見

積
£ 

れ

セ

居

る

：。.且
又
元
來
M
計
局
の
生
活
费
指
數
は
何
等
特
定
階
級
^
標
举
生
活
費
^
考
慮
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で 

あ
る
。
，而
も
»
聯
邦
裁
判
所
於
此
指
數
を
以
て
賃
銀
の
.調
«
を
行
ふ
ば
次
の
如
さ
理
由
紀
依
る
：の
で
あ
る
。

_

第
！

一

十
四
卷：

2

六
あ
さ
濠
齓
に
於
け
る
賃
銀
銃
制
'ぺ

ぃ

. 

笫
十
戡
へ 

一
二
九
'



.第
！

T

十

四

卷

.C.

一
六
五
八〕

濠
洲
に
於
け
る
賃
銀
絞
制 

第

十

號

一

三

〇

r

.1

九
'
l

i

s

r

i
月

聯

弗

統

計

局

.の

最

初

の

生

活

 

九

0
七
年
.ょ

々
-九

1:
ー
年
九
月
爻
で
の
期
間
に 

對
し
て
發
表
さ
る
>
ヤ
、
ヒ
>
 
ン
ズ
判
事
は
之
を
以
：て
.ぐ
1
ダ
ネ
ネ
タ
賃
鈒
|:
騰
貴
せ
^>
生
活
費
^
適
合
せ
し
む
べ
会 

，.適
當

：の

某

準
w

認
め
た
。
其
以
前
は
同
判
事
は
生
活
費
.騰
*
の
事
實
を
懿
'め
な
が
&:
:
、
斯
る
生
活
費
變
動
汶
賃
音 

適
合
せ
し
ひ
.ベ
さ
適
當
な
る
方
法
な
か
.ら
し
が
故
を
以
て
、
些
少
の
賃
銀
增
額
を
與
へ
ん
k
過
ぎ
な
か
'
0
:た：。
斯
く 

し
て
ヒ
ギ
ン
ズ
判
事
は
"一.

九

|
三
年
^
生
活
費
指
數
^
依
る
最
初
：の
賃
銀
調
節
を
行
っ
た
の
で
：あ 

數

算

出

^

含

ま

る

 

>商
品
は
、
前
述
の
如
く
勞
働
者
階
級
，の
全
消
費
品
を
含
ひ
も
の
で
な
く
ハ
却
っ
.
_て
#

S

は
勞 

働
者
の
消
費
せ
ざ
る
も
の
を
も
含
む
で
居
る
。
併
し
ヒ
ギ
ン
ズ
判
事
は
反
對
の
事
實
が
證
明
せ
&
れ
ざ
る：

限
ぅ
此
處 

R
選
定
^
れ
た
る
物
件
た
對
し
て
貨
幣
價
値
の
下
落
せ
る
時
は
、
：：

：一

般
に
他
の
商
品
^
就
て
も
同
様
の
下
落
あ
る
も 

のv

假
定
す
る
の
で
：あ
.る
。
.：從
っ
.て
.勞
働
者
生
活
費
中
食
糧
費
、
家
賃
等
?:
食
む
：六

變

化

.あ
る
時
は
、
衣
服 

费
其
他
を
含
む
四
〇
％
R
7
P同
樣
の
變
化
あ
る
も
の
ど
假
•定
し
.、
此
指
數
を
用
ひ
て
遒
本
賃
銀
の
調
節
を
行
ふ
な
ら 

ば

"
基
本
賃
鈒
^
生
活
費
ど
の
關
係
は
常
^
同

|
率

^
保
た
れ
る
^
看

做

す

，の

で

あ

る
';°

某
本
賃
鈒
の
此
調
節
法
^
就
て
は
.幾
多
の
批
雛
が
存
在
ず
る
。
先

づ

ニ

广

备

ゥ

ス

•
ゥ

广

ぺ

'ス

州

の

ヘ

ィ

ド

ン 

及
エ
ド
マ
ン
ズw

.

 

E
d
m
u
n
d
s

兩
判
事
は
、
眞
實
の
生
活
费
は
伸
縮
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
或
程
度
ま
で
還 

境
ド
適
合
し
得
る
も
の
で
あ
る
^
反
し
、
生
活
费
變
動
指
數
は
斯
る
伸
縮
性
S
無
關
係
の
も
の
で
あ
っ
て
、
'殊
に
戰 

時

K
常

む
物
價
が
變
態
的
ど
な
る
時
.の
如
さ
は
、
生
活
费
指
數
の
ー
不
す
所
は
眞
實
の

牛
洁
费
€

著
し
く
_

離
す
る
®
 

を
指
摘
し
た
。
避
は
統
計
局
長
二
ッ
ブ
ス
氏
p 

s
. 

K
n
i
b

sr
も
是
認
す
る
所
で
あ
っ
て
、
此
故
R
ヒ
ギ
ン
ズ
判
事
及 

パ
ク
ーX

判
事
も
生
活
費
指
數
?:
用
ひ
つ
、
も
餘
々
R
嚴
密
^
夫
^
從
ひ
過
ぐ
る
事
を
避
け
た
。
パ
..ソ
ー
ズ
判
事
の

擧
げ
た
る
例
を
引S

て
見
る
な
ら
ば
、
豚
肉
の
價
格
は
戰
爭
開
始
以
來
約
一
一
倍V 」

な
つ
fs
R
比
し
"
他

0
肉
類
.の
價 

格
は
同
程
度
の
騰
貴
を
來
た
し
て
居
な
か
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
豚
肉
は
此
際
贅
澤
品
ど
考
へ
、
生
活
賃
鈒
決
定
に 

際
し
て
夫
を
考
慮
^
入
る
、
必
要
が
な
い
。
何
ど
な
れ
ば
パ
ソ
ー
ズ
判
事
の
意
見
^
從
へ
ば
、
勞
働
潰
は
豚
肉
を
攝 

ら
ず
ど
も
從
前
通
り
の
安
«
程
度
を
維
持
し
て
生
活
し
得
る
し
、
又
他
の
肉
類
を
攝
る
事
^
依
つ
て
從
前
通
ゥ
勞
働 

し
摒
る
が
故
で
あ
る
。
故
^
戰
時
及
戰
後
は
統
計
局
の
生
活
費
指
數
の
示
す
ど
精
密
に
同
じ
割
合
に
は
基
本
賃
鈒
は 

續

^
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
页
に
又
サ
ゥ
ス
*
ォ
|
ス
ト
ラ
リ
ァ
州
の
ブ
ラ
ゥ
ン
判
事
V

?
。B

i
-
c
w
n

は
、
統 

計
局
の
生
活
費
指
數
化
於
る
各
種
物
件
の
加
重
が
全
階
級
の
消
費
量
^
某
い
て
な
さ
れ
て
居
る
事
の
不
當
な
る
を
指 

摘
し
た
。
即
ち
同
判
事
に
從
へ
ば
、
全
.階
級
の
必
需
品
ど
看
做
.
る̂

、
物
.件
の
範
圍
內
に
於
て
.

へ̂
、
#
階
級
間
に 

■於
て
所
得
の
異
る
R
從
ひ
各
必
需
品
相
互
間
の
比
較
的
消
費
額
が
相
違
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
.に
、
生
活
質
鈒
W;
.
調 

©

^
斯
る
生
活
费
指
數
を
用
ふ
る
揚
合
^
は
愼
重
な
る
考
慮
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

i

避
等
の
批
雛

^
比
し
て
MR

根
本
的
な
る
性

«
5 :
#
す
る
批
雛
！i

、
生
' «

«

の

六
〇
^
な
る
食
糧
©
及
家
赁
等

^
 

關
す
る
指
數
が
、
他
の
四
〇
％

^
於
る
變
動
を
も
示
す
も
の
ど
す
る
推
定
の
拒
否
で
あ
る
。
但
し
.此
食
糧
费
及
ま
賃 

等
生

©
費
指
數
算
定

^
含

^
る

、
費
用
現
目
が
全
生
活
費
の
.六
〇
ゲ
パ
を
占
む
る
事
は
、

一
九
ー
九
¥
め
霖
本
賃
銀
調 

.査

委

員

會

第

：
ー

1囘
報
吿(

一
九
一
一

.1

年
四
乃)

^
依
つ
て
も
證
據
立
て
ら
れ
て
居
る
。
即
ち
同
報
货

R
從
ベ
ば
、

一
九 

:1
■四
年
ょ
办j

九

- :
〇
年

^
至
る
期
間

^
於
て
.濠
洲
六
大
都
市

0
シ
ド

|1
ィ
、
メ
ル
ボ

.ぐ
ン
、：タ
リ
彳
^

ァ
ダ
レ 

.丨
ド
、

パ

I

ス
、

ホ
'パ
ー
ト
つ
^
於
る
家

«
及
食
糧
费
の
總
生
私
费
に

»
す
る
割
合
は
、
»
低
.の
：ホ
A

1

ト
i c
.於
て
年 

平
均

$ '
ハ
*五
爽
最
高
の
シ
ド

11
ィ
：に

於

て

五

九*八
%
で

あ

つ
^
。
他
方
統
計
局
指
數
算
出
に
含

^
る
く
¥
目
は
家
賃

第
二
，十

四

卷

2
六
3 1

九)

濠
洲
に
於
け
る
箕
銀
銃
制 

.
r
l
ニ



第
！I

十
.四

卷

C
H

ハ
六
〇)

濠
洲
に
於
け
る
質
.銀
統
制
.' 

第十發一三

.こ

：

及

食

變

の

4

な
&,
:

^

食̂
糧
以
外
0:
乾
#

荒
物
餅(

澱
粉
、
蠟
燭
'
零

^

輸
，
燈
用
石
油
}
公

含

む

'
で

居

る

の

で

あ
 

る
，か
ら
、
統
計
局
の
.
.指
數
算
定
に
含
^

る
七
、
費
用
項
目
は
生
活
赞
办
六
0

^
に
極
め
て
.近

，
い

の

で

あ

る

。

併

乍

ら

へ 

此
六
0

%
せ
殘
部
の
四
〇
喊
€

に
避
し
物
« :
變
動
が
同
1:
-

方
向
^'
郧
じ
比
例
を
以
て
行
は
る
、
ゃ
否
ゃ
に
就
て
は
、
 

以
上
の
如
1

幾
書
5:
與
べ
ら
れ
ず
却
0
.て
反
對
の
«

實
％
示
5

れ
れ
。
即
ず
此
調
奄
委
員
會
笫
一
同
報
告(

一
，九
.一
一
 

〇

年n

.
月
0

^
傲
0

て
進
言
3

れ
る
所
に
鑑
み
、
聯
邦
統
亂
風
ば
從
來
の
如
く
食
糧
品
ノ
家 

に
止
ま
ら
ず
、
ー
衣
服
.及
其
他
の
小
覽
物
憤
を
も
加
箅
し
、
.生
活
费
の
全
部
杧
»:
す
る
指
數
$:
'

三
〇
都
市
^
就
ゼ
賃
銀 

調
節
の
目
敗
ゆ
爲
め
年
四
囘
.發
褒
ず
る
_

ど
な
0
た

。
：
|
食

糧
«

及
象
賃
等
妃
就
て
は
、
家
賃
を
從
來
は
す
べ
て
の
家 

屋
岭
就
て
.

を

：
今

囘

は

®

文

は

へ

五

翁

の

家

屋

0.
み
^
就
て
算
出
し
た
石
事
を
除
さ
、
す
べ
て
從
來
の
生 

活
費
指
擻
»:
出
忙
用
ひ
し
儘
の
項
目
及
.加
重
^

依

ゲ

、
'
あ

朦

双
«

#
双
用
項
目
及
其
加
重
^

就
て
は
、
、主
. <
じ
て
調 

査

蒌

馨

©

示
ず
挪
^

從
つ
^

。
斯
く
じ
1:
»

出
せ
ら
れ
だ
：る
總
生
活
费
指
数
が
從
來
の
、1

.部

生

活

費

指

數

の

依

據
 

し

雛

ぎ

事̂
承

す
-
例
^
1>
て
ァ
次
^
如
さ
場
合
を
擧
げ
を
事
が
沘
來
，ヶ
。
即
ち
一
九
二
四
,

一.

二
月
及
二
九
一
七 

年
把
於
る
シ
ド4

ィ
の
總
生
活
費
指
數
を
比
較
す
れ
ば
、
.
.
、
..人

.
• 

，
，

： 

■ 

:」

 ̂

,
 

^
/
r 

,
 

.

.
，
二 

九一.

四
年(

二 

月)

、

' .
：

金
樹
钗
、：
乾
物
及
荒
物
数
、
家
貨
•

：
.

ー
〇
五
六
''
;

.

'

.ー
六
1
.八

，
:
五
三
^

:

.

■:

:

:

.
衣
服
:̂
.

.V 

, 

一
 

0

0ニ 

.
.
1

 ニ
！
： 

ニ 

ニ
四

V
. 

.

.

.

.

. 

. 

- 

• 

- 

■ 

-

•

:

典
他
紙
赀
：
.

. 

ー
〇
ニ
ニ
： 

ー
四
0
〇 

三

七

：

:
線

度

霞

：

：

.
' 

:

.一〇
：ニ
七
：

.

1
1
H
I
A-
八
へ
 

四三
.
•五

.
'

%

D ;
V

:

1,
_

1.
0-

年
に
於
け
る
聯
邦
裁
判
所
^ >
;

:

シ
ド
ラ
イk
t

す
を
V

I V
.

ダ
工
ぐ
ス
夂
ー
標»

賃
敗
は
'

五
八
'

志

1
A;
ニ
七

ソ
^'
办
戈
は
八
/\
'
志
即
ち
五
'ニ
^
の
增
加
率
で
あ
る
。
即
ち
賃
鈒
.の
增
加
は
此
期
間
0-
食
糧
费
.乾
1物
及
荒
物
费
、
：
.家
賃 

.
の
合
計
^
略
々
同
率
の
增
加
を
見
て
居
る
が
、
前
表
の
示
す
通
6
斯
る
增
加
は
合
理
的
に
非
ず
、
眞
實
は
總
生
活
费
の 

•
%加
率
即
ち
四
三
•五
^
の
增
加
が
あ
る
べ
&
で
あ
，っ
た
。
換
言
す
れ
ば
一
九
'

一
七
年
の
パ
，
•ゥ
ェ
ス
.，
タ

標

準

賃

銀

'は 

•:
'八
八
志
な
ら
ず
し
て
八
三
志
の
箬
'た
っ
た
の
で
あ
る
。
.ヒ
ギ
ィ
ズ
判
事
及
パ
ソ

ー

ズ
判
事
も
食
糧
費
及
家
賃
等
.に
の 

.み
關
し
代
る
指
數
に
S

&
て
生
活
賃
銀
を
上
下
す
る
事
の
不
適
當
な
る
を
屢
々
承
認
し
ハ
ヮ
ー
ス
步
事
は
一
、九
一 

:六
年
の
一
爭
議
仲
裁
に
際
し
、
戰
後
正
常
狀
態
の：

囘
復
'を
俟
ち
て
.生
：活
賃
銀
決
定
の
爲
め
の
新
し
き
調
查
が
行
は
れ 

’ね
ば
な
ら
ぬ
ど
の
意
向
を
放
し
た
る
程
な
る
に
拘
ら
ず
、

1
/九
ニ一

年
の
前
記
の
如
さ
調
査
あ
办
し
後
の
今
日
々」

雖 

，
も
未
だ
に
舊
來
の
一
部
生
活
費
指
數
を
用
a
て
居
る
。
新

し

暴

礎

^
依
る
生
雷
指
數
は
特
に
賃
鈒
調
節
の
目
的 

の
爲
めH

算
出
.せ
ら
れ
る
^
の
で
あ
っ
て
、

ァ
.

V

ダ
メ
，ン

氏G
e
o
r
g
e

 

A
n
d
e
r
s
o
n

'

R
從
.へ
ば
、.
舊

來

の

食

.糧

費

乾 

物
荒
物
数
及
家
賃(

總
て
の
家
屋
^
對
す
る)

の
み
^
關
ず
る
指
數
の
使
用
を
廢
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
一
個
の
.常
識
化 

過
ぎ
ぬ
の
^
、
如
何
な
る
理
由
k
依
っ
て
か
未
だ
に
舊
方
法
が
固
守
岑
れ
て
居
'る
。
其
結
果
如
何
^
云
ふ
に
、
蟹

 

.活
费
ど
.聯
邦
統
計
局
指
數
の
一
部
生
活
费
ど
の
增
加
率
が
相
違
す
れ
ば
、
某
本
賃
鈒
は
生
活
賃
銀
の
原
則
か
ら
此
相 

.
'違
だ
け
離
れ
る
事
f

f
、

一

部
生
活
费
の
增
加
率
が
ょ
^K

な
る
場
合
は
勞
働
者
は
刹
得
し
、
其
反
對
0
場
合
に 

.は
勞
働
漭
は
損
®
を
蒙
る
の
で
あ
る
。

•

:

戰
時
及
戰
後
の
賃
鈒
決
定
に
對
し
勞
働
者
侧
の
不
滿
の
聲
が
餘
h

k
大
で
あ
っ
.た
か
ら
、
聯
邦
政
'府

は

.
一
九
一
九 

.

V

年
に
聯
邦
諶
本
賃
銀
調
査
委
員
會
を
住
命
し
^
。
其
目
的
は(

一〕

夫
婦
及
t
四
才
以
下
の
兒
書
一
人
ど
ょ
^
衣

る1 

.
'fi
r

帶
の
通
常
生
活
費
の
總
べ
て
の
費
用
項
目
を
包
.含
し
合
理
的
な
る
；安
@
標
準
に
合
致
す
る
所
.の
現
在
の
實
際
生
活

:

第
二
十
四
卷a

六
六1

)

濠
洲
に
於
け
る
賃
銀
統
制 

、
第

十

披
-r
g
一



■
 r

第
二
十
四
卷v 

(

M

S

P
浚
洲
に
於
け
盡
親
統
制
\ 

■
第
十
f
 

ニ
l
i 

費
及
夫
?:
形
成
す
る
费
用
現
目
ど
消
费
量
.
0
:
1
>
過
去
五
年
間
各
'i

年
毎
の
：之
：に
.照
應
す
る
生
荷
費
算
出
、パ
坌 

賃
銀
額
を
貨
幣
鱗
買
力
の
騰
落
に
自
働
的
^
調
節
す
る
方
法
、.：の
コ
l
m
k
•
就
て
：調
查
を
な
さ
し
む
る
事
で
あ
ク
与 

委
員
は
七
名
ょ
4
成
6
其
內
三
名
は
勞
働
組
合
の
指
名
三
名
は
|雁
主
組
合
，の
'指
名
す
る
所
で
あ
6
、
此
六
名
^

依

つ
 

て
選
ば
れ
た
る
ビ
テ
ィ
ン
ト
ン
氏
が
委
員
長
ど
し
て
任
命
さ
れ
た
.0
此
委
員
#
は
一
九
ニ
〇
年
一
一
月
第
二
司
4
街 

t

一
 

九
ニ
ー 
年
四
月
に
第
二
囘
報
带
を
な
し
た
。
前
記
三
點
の
調
査
事
項
の
中
第
，ー：點

^
關
す
る
報
许
を
耍
約
す 

れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。 

.

'

先
づ
家
屋
R
就
て
は
、
次
の
如
き
狀
態
を
以
て
典
型
的
勞
働
者
家
族
の
住
居
^
.於
る
合
理
的
安
®:
標
準
の
要
件
ヾ」 

認
め
た
。
即
ち
五
室
を
有
す
る
事
、
.土
地
^
相
當
の
.餘
裕
あ
る
.事
、相
當
好
適
な
る
.辕
境
に
在
る
亊
、充
分
堅
牢
な
る
. 

琪
、
浴
®
•、
炊
事
釜
、
洗
濯
捅
等
の
設
備
あ
る
も
■の
を
必
要VJ

し
て
居
る
。
次
^
扶
養
を
受
く
る
子
女
.に
就
て
.は
、
典 

型
的
家
族
はI

o
才
六
ヶ
;!
!
の
男
兒
、
七
才
の
女
兒
.、
三
才
六
ヶ
月
の
^
兒
ょ
ク
な
る
‘も

の

ど

推

定

し

た

.？

是

等

の 

年
齡
は
種
々
の
年
齡
の
三
人
の
兒
童
k
對
す
る
衣
服
及
食
糧
費
の
.平
均
*
を
表
す
も
.
.の
な
の
で
あ
る
。
衣
服
に
就
て 

は
、
布
地
の
.相
當
丈
夫
化
し
て
良
質
な
る
事
、.
相
當
外
觀
も
：ょ
く
身
體
に
：適
，ふ
讓
、
等
を
必
要)j

し
、
眞
代
必
要
な 

る
以
上
の
衣
類
は
全
然
之
を
無
視
し
た
。
又
食
糧
品
^
就
て
は
、
熱
量
即
ち
力
ロ
，リ
1
.を
以
て
.の
み
食
；糧
ロ
叫
の
必
要 

量
を
正
確
に
現
す
祺
5:
得
る
も
のvj

し
、

食
糧
品
の
要
件vj

し
て
、

職
温VJ,

精
力vj

を
與
へ
組
織
の
51
:新
.に
&
つ
て
：
 

體
重
を
維
持
し
见
に
兒
范
を
發
育
せ
し
ひ
る
^
充
分
な
る
熱
量
を
有
す
る
事
、
，
適
當
量
_の
螢
白
質
脂
肪
質
炭
水
，化

作 

を
有
す
る
事
、
和
當
美
味
^
し
て
消
化
し
易
3
食
事
.の
調
理
に
充
分
な
る
種
顆
あ
る
事
、
食
糧
品
の
猶
員
は
こ
«

k 

社
會
の
僧
習
^
從
ふ
べ
さ
®
、
等
を
擧
げ
た
。
斯
く
し
.て
委
員
會
は
錄
養
硏
究
の)
檄
威
ァ
ト
ウ
：ォ
I
'タ
'氏 
一

A
t

 I
t
e
r
:

の
意
見
^
從
ひ
、
三
、
五
〇

0
キ

”
カ
ロ
リ
|
を

以

て

適

度

の

，筋

肉

勞

働̂
從
事
す
る
成
年
男
子
^
必
耍
な
る
一
日
の 

熱
量>J

看
做
し
、
而
し
て
同
様
に
ァ
ト
ゥ
ォ
ー
タ
氏
に
從
つ
て
、
成
年
男
子
の 

一
、
◦

〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ

ー

R
對
し 

て
婦
人
は
八
〇
〇
、

一

〇
才
の
哭
兒
は
六
〇
〇
、
七
才
.の
女
兒
は
五
〇
〇
、
五
才
以
下
の
兒
童
は
四

0
〇
：キ
_
ロ
カ
ロ 

ソ

丨
を
必
耍
ビ
し
た
。

W
ち
次
の
勿
さ
食
糧
品
を
以
て
夫
婦
及
ー
〇
才
六
ケ
月
、
七
才
、
三
才
六
ヶ
月
の
三
人
の
兒 

萤
ょ

6
な
る
典
型
的
勞
働
者
家
族

^
對
す
る「

週
間
の
必
耍
量
.？
決
定
し
た
の
'で
ぁ
る
。
.

•

m

U
 

數
岱
 

赉
a
質(

瓦)

脂
肪
質

(

瓦)

炭
水
化
物

(

瓦)

熱
贽(

キ
ロ
ヵ
ロ
リ
ー

〕 

麵
包
 

ニ
〇

封
度 

七

ニ

.-
一
〇
八 

四
、七
六
二 

ニ
三
、
五
1
1
0
. 

小

麥

粉. 

三

同

.

.
一
艽
七 

一

四

.一
、
〇
1
5 

四
、
九
五
三 

ォ

ー

ト

ミ

ー

ル

7
五
冏 

■ニ

〇 

四
九 

四
六
〇 

ニ
、
七
八
七 

米 

o
i
l
: 

一
八 

一
 

一

七
九 

八
一
六 

砂
穀
及
玉
黎
拟
粉 

0
•
五
同 

一
八 

一：'
.

:

• 

f

七
九
. 

八
ニ
六
1 

.酿

.

.■卵

.

.

.

. 

一
^

.

八
.

I.: 

六
五
- 

—

 

九 
ニ
.ニ
‘
.. 

牛

乳」 

1ギ
ャ
ロ
.
ソ
四
分
ノ
ー
ニ

 

ニ
七
〇
 

三
一
七
 

三
九
七
 

五
、
六
八
八 

砂

糖 

五
•
五

赴

度
.

——

 

——

ニ
、
四

四

四

.
.

1
0、
ニ

三0
' 

沙
ャ
ム
 

一
一.'
同 

五 

一
_ 

四
五
ー
ー.
 

一
、
八
：
九
o 

糖

蜜 

〇
•五
同 

五 

I
 

1

四11:

一
. 

六
0
八
：

牛

0.̂ 

一
一 

同 

九 

七
六
九
,'
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七
"ニ
〇
八 

平
肉
， 

八
冏
 

五
五
o 

五
ニ
ー
'

—

 

七
"

1
0
0

(

適
度
の
脂
朌
肉
过
脂
胁
少
き
肉
ミ
の
中
間) 

•

節
ニ
十
四
卷(

ー
六
六
三)

浚
洲
に
於
け
る
質
鈒
統
制
、

 

第

十

號

，
ニ

！

m



.

.
筆

十

：
四

卷

o
:

六

六

四)

.

■:

深

洲

に

'於

け

る

賀

銀：

統

制 

，
第

十

碑

二
 

a
H

、

 ̂

0 

r
 

0
0
 ̂

ニ
.
S

六

.

'

.四

.三
四
 

I

五
、
〇
〇
〇 

'焦

，
類
 

二 

'
同 

二

：六
.
七

ン,
.
.
.
三

九

，
.
.
i

1、0
五
！J

,
I

. 

O

.

I
 

i

.

2

:

i
 

ハ
 

I

;'
.
'
.
l
、
i

l

'
'果

物(
新

鮮)

八

茼 

一
八
 

七

.

四
.三
.五

一

、九ー一,八
 

'.
乾
彻
萄
 

O

ニ
5

同

S

三
' 

'

..
;
九
0 

'四
0
;七

.パ

粒
れ
. 

〇
*
1五

同

、

II 

二 

.
'七I

パ

.

.

.
I
I
H
O

馬
鈴
激 

H

同

.

九
：〇 

'
 

五

：七
_

 

.三
、四
！ー一
 

茧

葱

：

7

五

同

■

:三

.
:

.
1

H

七

_
ー七〇

if
衆

：

八
同

 

三三 

八

■-
—•
四
七
 

八
0
0 

茶 

〇

•
五
同
 

I—

 

. 

I

__ 

I

I 

i

_
_

 

咖

啡
 

0
•
ニ
五
同
 

—

 

I

 

I

 

. 

I

一
週
間
總
計 

二
、五
二
：三

.

ニ
、四
八 

一
.

I
I
、

五
.五
0

八.
0
,八
ニ
三 

男
子 

一W
に
就
き 

r

o

t

1
〇

七

五

〇

0

三
、四
九
九

'
穿
賃
衣
服
食

#
以
タ
の
*

; ?
^
就
て
は
、
燃
料
及
燈
火
、
食
糧
品
以
外
の
乾
物
及
荒
物
、
家
庭
用
具
類
帷
帳
掛
布 

類
及
陶
器
類

S

新

、
勞
働
組
合
、
共
濟
組
合
、
醫
藥
、
歯
科
醫
、
家
庭
手
傅
人
、
新
聞
、
文
房
具
、

切

手

、
休

養

、
 

娘

樂

馨

、
肇

、g

髮
、
乘
車
、
學
校

、
等
に
對
す
る
費
用
項
目
を

認
め
た
。
斯
く
し
て

以
k

の
諸
耍
件
を
滿 

足
せ
し
め
た
夫
«
及

ー

四

才

以

下

の

兒

害

|人
ょ
去
る
世
言
合
理
的
安
鐵
標
準

.

5
致
す
る
實
際
生
活
費
£

 

て
、
調
査
委
■
會

は
一
九
二
〇
年
一
一
月
六
大
都
市
纪
對
し
て
次
の
如
さ
數
字
を
得
た
。

四
ニ
在
ニ
八

I H
S
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生
活
*
鈒
.で
‘

ダ

。.
'然

^
忆

時

釔

蕾
 

る
だ
從
.ひ
其
守
定
镲
準
0
生
活
を
營
认
費
用
％
_

化
ず
を
。
政
ば
基
本
賃
鈒
ゼ
斯
が
如
く
相
巍
€
^

擎

氣

事

が

必

要

^
ある々

：：：

換

言

ず

，れ

ば

相

異

各

時

文

：

.は
地

ガ
^;
於

る
«
質

：基

本

賃

鈒5:
-
;同

r

な
ら
U
び
ふ
が
像
め 

^
貨
幣
霸
本
«
鈒
を
變
化
ぜ
1̂
^
る
の
：で
あ
ざ
0
.
,
へ
;

パ
;r
;
.'
-:
‘
：
：

 
く
'
'
.
：
: 

■ 

, 

V

•
?
•
:
'
:
• 

‘：相
異
ざ
時
の
間
の
調
節
は
前
章
^
殆
ざ
述
べ
終
っ
た
か
ら
此
處
^
は
ニ
三
0
取
殘
さ
れ
た
黯
を
簡
單
^
述
べ
や
ふ 

栽
判
所
が
實
鈒
裁
定
^
行
ふ
^
當

o
!て
、
罾
初
は
判
決
前
0
;
|
»ギ
^
生
活
費
指
*

^
基
や
て
之
を
^

っ
だ
矜
ム 

九
：
i八
#
パ
フ
卞
ズ
判
事
妃
依
ぅ
判
決
前
最
近
の
十
ニ
ヶ
月
の
生
活
費
指
數
钇
以
七
之
^
代
え
-̂

れ
だ
^
^
^

〖

斯
く
。：

一

年
. 

吼
の
坐
活
費
指
數
钇
根
據
ど
し
た
：
0
理
由
は
7
判

淡

は

通

常

(

1:-
.
:ヶ
#
呤
期
間
杧
對
し
：て
I

n

s其
：.

一，
ダ

年

の

生

活 

费
ば
'判
決
前
&

-

’
ヶ
年
呤
生
活
費
ビ
大
差
な
咨
_
が
假
定
：3
れ
だ
痴
&
で
|>
:
.る
夕
$

は
銃
訐
局
生
活
費
指
數
妃
依
0
,て
質

銀

を

時

：々@
«6
-
的
杧
調
節
劣
夺
規
定
が
含
爻
る
4

改
tt
に
侬
クV

*

鈒
率
の：

改
訂
を
行
っ
：：セ
來
た
が
故
^
實
銀
率
0
>改
訂
は
逑
に
筒
單
圮
.行
ぶ
事
を
#
ぼ
か
づ
：だ
が
.
、

"

取『一

十
四
猃
-

0
1六
六
九
y

.
濠
洲
^
於
I

質
銀
統
制
：
 

箄
十
_

1
吗
1
:



，•第
二
十
四
卷C1.

六
七
〇)

：

潦
洲
に(

於
ft
■る
賃
銀
統
制 

.

.
第
十
'镔

一

四
ニ

定
期
的
^
生
活
費
指
數
の
示
す
所
^
從
つ
そ
改
訂
を
行
ふ
事
^
な
ウ
セ
か
ら
は
此
障
碍
は
除
去
^
れ
た
o
而
し
て
一 

九
ニ
三
年
に
は
實
銀
決
定
は
判
決
^
先
っ
四
半
年
の
生
活
費
を
以
‘て
：し
、
1

0
四
半
年
每
^
生
活
费
指
數
の
變
化

 ̂

應
じ
て
賃
鈒
の
改
訂
を
行
ふ
.の
規
定
?:
判
決
に
.含
：め
：る
事
が
裁
判
所
の
‘方
針
.̂
し
.て
：全
判
事
^
依

6
:決
«

3
れ
だ
。 

但
し
之
は
事
實
上
旣
这
显

^
行
は
れ
セ
居
た
所
だ
づ
だ
の
ヤ
.あ
る
；。
：'
,
1
:
九
，
2
 

1

6

0

0

v

ず
れ
ば 

>>

，

ゥ
ェ
ス
タ
判
決
の
一
九
〇

七

年
は
八
七

五
で
あ

る

か

ら

、

ぐ

ア

グ

廣
>

賃
銀
^

ふ
四
—
ー

志

を

以

て

之

を

除

し

、
 

其
商
に
從0

 H
、

生
活
費
指
數
の
約
ー
0
:ポ
ィ
シ
K
六
分
の
五
に
就
s

1:.:

志
：の

割

合

に

：

そ

賃
銀
，を
增
加
；せ
し

め

る

，

の 

で
あ
る
。
':
;

'
■ 

:

ノ

. 

. 

'
一.
'
:
' 

“
：
；.

バ

.統
計
局
生
洁
费
指
數
に
依
る
此
生
‘活
費
滑
準
法
に
就
て
は
種
々
批
難
あ
る
事
は
前
章
に
述
べ
た
が
、
sl
k
其
主
な 

:る
％
0
を
此
處
は
擧
ぐ
れ
ば
、
：先
づ
第

|

統̂
訐
局
の
生
：活
費
指
數
は
貴
：銀
算
出
：の
*

.礎
ぞ
し
て
，不
適
當
な

事̂

、 

第
二
.̂-
賃
銀
增
減
S
事
.業

の

蕭

雄

衰

£

直
接
^
は
無
關
係
|

.

:
第

三

泛

靈

賃

銀

が

固

定

じ

其

增

加

^

し 

て

極

め

そ

闼

雛

な.ら
.じ

む

る

事

等

で
あ

る

が

、
：尙

此

他

比

％
©:

半

银

银

；の̂
.訂
ぼ

：；頻

繁^

過
^

が
^ ;

か
：批

雛

も

，あ‘ < 

1
A
1
$、年
^
は
副
裁
判
所
ウ
ラ
ブ
均
：No

e
l

.

Augu
s
t
i
n 

#
e
bcr
出

V 

'釀
歡
_
の
.麗
_
及
歷
人
の
猶
於
ょ
が
、ザ

 ̂

中
に
西
半
年
每
の
賃
翁
改
|7
の
規
定
を
含
め
ざ
る
事
を
寒
求
岑
れ
た
？
：判
爽
存
觀
_
間
は
：ぞ

^

は
賃
銀
を
變
尠
せ
し
む
る
事
を
欲
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
修
■ど
な
れ
ば
斯
業
^
於
て
は
' j

年
の
初
^
と
.
ふ̂
：た
る 

麥
芽
め
供
給
者
ど一

年
^
わ
忆
る
契
約
を
な
す
を
常
^
し
、
從o
て
#:
働
費
の
如
さ
も
其
--
-
*年
！tr

家
^ ：
る
^
要
す 

る
の
で
あ
つ
た
。
ウ
ェ
ッ
ブ
氏
は
此
願
ひ
を
容
れ
た
。

.

次
^
異
谷
地
：方
間
の
賃
銀
の
調
節
で
あ
る
が
、
濠
洲
各
地
間
に
は
生
活
处
に
著
し
さ
相
違
が
見
出
^
れ
る
が
故
^

若
し
も
聯
邦
裁
判
所
が
濠
洲
全
土
を
通
じ
て
均；

一
の
賃
銀
率
を
..定
む
.る
な
.ら

ば

、
：
等

じ

き

賃

鐵

を

受

く

：
る

勞

働

者

_が 

地
方
を
異
に
す
る
^
從
ひ
、
其
生
活
標
举
を
異
に
す
る
事
を
佘
儀
次
く
3
れ
る
の(

で
あ
る
0+
裁
判
所
ぼ
故
に
出
來
得 

る
限
6
賃
鈒
を
修
正
し
て
各
地
方
の
相
違
せ
る
生
活
費
R
適
«
せ
し
め
、
*
く
し
，て
全
目
を
通
じ
て
統
ム
せ
る
'生
活 

標
準
を
維
持
せ
ん
ど
努
め
ね
ば
.な
らg

の
で
あ
る
。
而
し
て
此
場
合
^
於
て
も
：ャ

一

九

一:

.一：

」

一
年
以
後
聯
邦
統
計
局
に 

依
つ
て
濠
洲
三
〇
都
市
^
對

す

る

生

活

費

統

計

：が

發

表

'せ
ら
れ
る
事
^
な
.つ
て
以
#

、
聯
邦
裁
判
所
の
判
事
ば
始
め 

て
各
地
方
間
^
賃
銀
を
調
節
す
べ
&
適

當

な

る

甚

準

：を

，得

：る

事

が

出

來

：た

の

で

あ

る

。

.而

し

てp

九

J

三

年
it
は

統 

計

は一

〇

〇

都

市̂

就

て

發

表̂

る

、
事

ど

な

气§

一
 九

：：：一

五

年

以

後

一

九

：一；

 
一

ニ

年

ま

で

は.一:五
0
都

市

に

就 

て

、T

九
ニ
三

年

以

後

は

一0-
0
都

市
^

就

て

生

活

費

調

査

の

結

果

が

.年

四

囘

定

期

的

^

發

表
5
る

、
事

ヒ.な

：
.
つ

だ 

加
H

A

k統
計
局
.は
、
裁
判
所
の
爲
め
紀
屢
.々
斯
.る
調
查
に
含
ま
れ
ざ
る
地
域
の
生
洁
費
調
査
を
も
特
た
：行
ふ
.の
：で

あ
■る
。

' 

' 

.

.

異
る
地
方
の
間
纪
賃
鈒
5:
調
節
す
る
場
合
^
於
.て
は
、
都
會
^
於

.る
產
業
^
地
方
.
於̂
る
產
1業
ビ
の
間
0
賃
鈒
調 

節
•か
、
多
少
問
題
を
提
供
し
：て
居
る
。
裁
判
所
は
斯
：る
場
合
普
通
^
生
活
費
指
數
を
用
ひ
て
.算
定
す
る
化
止
爻
ら
ず
、
 

競
爭
者
^
し
て
の
•都
會
の
產
業VJ

地
方
の
產
業
ヒ
の
_

»

_豸

利

不

利

.|
:
考

慮

し

て

生

，活

費

指

數
0
.示
す

所
?:
多 

+少
補
正
す
る
.の
で
あ
る
o
地
方
た
於
る
產
業
は
交
通
蓮
輸
の
便
及
賃
率
其
他
の
點
R
於
て
、

一
般
S

會
S

る
* 

業

ビ
.比

し

て

不

利

益

な

る

立

場

^

あ

るC

若

し

も

都

會€
同

率

の
員
«

の

支

拂

を.要
求

せ

、ら
れ
た
な&

ば

、
f

 
0

 

業
は
競
爭
に
堪
え
得
ず
、
都
會
へ
移
る
か

或
は

全
く
閉
鎖
し
て
し
^
ふ
か
で
あ
る
。
併

乍

ら1 

'九
一

九

；年

め

裁

縫

業 

^
對
す
る
茈
本
賃
鈒
调
決
に
於
て
は
ヒ
ギ
ゾ

ズ
判
事
は
此
原
則
を
離
れ
、
，
裁
縫
業
は
其
性
質
土
都
會
產
、業
で
あ
る
が

.第
二
十
四
.卷

(

一
六
七
1
.

〕

潦
洲
に
於
け
る
賃
銀
'統
制 

猿
十
_

一
四
三



第1〕.

十
•四
.卷
：

(
.|六
.七
：11> 

濠
洲
ぬ
於
、ゆ
る
'賃
銀
綈
制
，
 

第

十

駄

：

一
：
四
四

實
際
的
目
的

.太
务
骞
べ
.賃
率

? :
都
會
を

.標
準
苳
し
て
定

^
る
事
^
可
ミ
じ
邊
大
都
甫

^ -
對
ず

^
^

費

t
灰】：
週

間

四

：
街
#
低

衾六
：：

五

志

念i

M

^

s

b

て

均
.

4

 m

決

定

.1
>拉
.の
’で
.あ
.る
夂

羊

毛

剪

斷

人

に

對

“レ
 

て
.：は
、.
.
.

. 一:
九tf
六

年V

フ
丨
.ズ
判
事
は
、
斯
：る
.勞
働
者
は
其
職
業
：の
性
質
上
：.
1絲
方

^
定
住
す
る
も
0
教
ら
ず
、
：季 

敬

^

^
ぐ
れ
ば
辙
會
に
歸
る
も
^
氛
る
が
故
に
都
會
實
銀
率
代
播
ク
セ
賃
銀
を
裁
定
し
た
。.
又
此
上
R
裁
判
所
は
、

の
生
活
费
の
差
額
ヒ
其
懺
賃
鈒
の
差
額
ビ
せ
ぎ
る
：他
の
，

】

.理

由

を

有

す

る

.

:.
0

一

九

一

一

四

年

の

 

一
_
決 

が
際
し
ク
言
ブ
判
事
ば
、：
都
會
ど
地
方

0
坐
活

.費
の
相
達
は
主

^
し
て
家
貴
の
相
違
に
_
く
も
の
で
あ
る
0
食
糧
a 

其
他

f
e對
ず
る
_
用
は
都
會
も
地
方7P.

大
差
な
い
.
.
'
の
で
あ
厶
が
、
：統
計
局
の
指
數
は
生
’活
費
の
六

0

の̂
：み
に
關
す
：
 

る
4 '
;

の
で
あ
る
か
ら
、
家
賃
^

於
る
差
額
が
誇
大
^

數
字
上
に
現
れ
る
。
例
へ
ば
メ 

V

ボ
グ
ン
市
ヒ
同
じ
グ
ィ

ク 

!:
;

:
ソ

.、
で

规

^

「

小

都

會
ベン

ぃ

デ

らゴ
‘間
.の
家

貪

の

相

違

は

六

：志

で

あ

る
0̂

、：：

生

活

費

總

額

，
の
'
差

は

一'
一
一
志
し
.か
な 

い

.;
0又
パ
.ッ
ー
ズ
判
事
は
僻
地
其
他
特
紀
不
刺
益
又
は
利
益
を
费
す
る
地
方
.紀
對
す
る
«
銀
は
、
之
等
の
利
益
不
利
益 

と
# :

慮
し
て
統
ぼ
員
の
^

數
5 :
-
«

儘
に

は

用
ひ

ぬ
事
を
：述
べ
て
居
る
，？
尙

又

統

計

局

の

，生

活

費

指

數

が

示

す

以

上
の 

賃
銀
率
を
地
方
に
課
す
る
事
が
意
外
の
結
果
を
齎
す
事
あ
る
は
、
次
の
樣
合
に
依
^.
て
示
3
れ
て
居
る
。
パ

ブ

tズ 

縣

は

一

九

，
ー

一

四

年

に

機

械

エ

業

賃

鈒

^
關
し
判
決
を
與
へ
た
が
、
グ
ィ
ク
ト
リ
ァ
’州
'の
小
都
會
ギ
ー
ロ
 v
v

k

對
す 

る
最
低
賃
銀
を
メ
グ
ボ
ダ
ン
の
最
低
賃
鈒
た
る
四
磅
四
志
六
片
.ょ
々

一

志

六

片

低

く

、
、
.因
礅
三
志w

算
定
し
だ
。(

後 

述
す
：る
パ
ブ
ー
ズ
の
三
志
5 :
含
む)

併
し
生
活
費
指
數
ょ

6
計
算
す
れ
ば
三
：碌

1
’

七
志
六
片
の
善
で
あ
っ
た
。
而
し 

て
.此
判
決
に
は
、
ギ
ー
ロ
ゾ
グ
最
低
賃
銀
は
年
四
同
生
活
費
指
數
k
依
っ
七
.改
訂

^
る
べ
会
事
•か

規

定

さ

れ

て

'あ

っ
 

た

。

此

規

定R
從

ひ「

九

ニ

六.年

二

月.1

日

に1

九

- .
T
S年

最

後

の

，
四

半

年

に

對

t
る
'
指

數

に

從
o
v■
改
lr
が

行

は

れ
四
磅
九
■志
ヒ
な
.っ
た
。”
併
し
生
活
費
指
數
に
從
へ
ば
.四
磅1 ー1

志
.な

-a
ベ
S
替
で
あ
っ
^
.。
而
.る
に
當
時
メ
I
Vボa

 

シ
R
於
る
機
械
工
業
の
最
低
賃
銀
は
：四
磅
七
志
で
あ
っ
て
生
活
©

ば
メ
,
ボ
，
ン
よ

6
も
低
く
而
も
最
低
賃
.銀
.は
メ 

.V

ボ
ル
ン
■よ

6
も
高
さ
結
朵
ヾ」

な

つ
た
。
鬼
は
云
ふ
ま
で

も
な
く
此
期
間
の
ギ
J
 
ロ 

y

グ
に
於
る
生
活
費
騰
貴
が
メ 

ン
k
於
る
よ
ぅ
も
急
速
で
あ
っ
た
事
气
最
初
裁
定

^
れ
た
る
：賃
銀
が
生
活
費
よ
ぅ
五
志
六
片
も
高
く
定
め 

ら
れ
た
事
^
の
一
.一
理
曲
^
因
る
も
の
で
あ
る
。
若
し
も
メ 

v
^

\

ン
の
勿
主
要
和
市
に
於
る
賃
銀
.率
ど
1
!
£
じ
比
#1 

，を
以
て
：增
滅
せ
し
め
ん
.

VJ

す
る
な
ら
ば
、
•、ノ
ブ
ー
ダ

判
事
の
な
せ
る
如
く
賃
銀
裁
定
後
の
改
訂
を
當
該
地
方
^
對
す 

•る
生
活
費
指
數
代
準
ぜ
.し
め
ず
、
メ
ル
ボV

ン
^
於
る
指
數
^
準
ぜ
し
む
べ
さ
で
あ
；る
。

'

 

r

九
一
一.
六
年
副
裁
判
長
ク
ィ
ッ
ク
氏
J

c

^l o
e

を
は
此
.
.

パ
.

ヮ
ー
ズ
判
決
中
の
賛
銀
調
節
規
定
の
修
疋
を
要
求
せ
.ら 

れ
た
る
に
際
し
、
斯
る
規
库
は
他
の
雜
決
中
に
も
普
通
に
見
ら
る
'

>

所
で
あ
ぅ
、
又
裁
判
長
の
判
決
を
覆
す
を
好
ま 

■

ず
、
且
又
斯
る
規
定
れ
依
み
て
一
度
勞
働
者̂

與
へ
た
.

，る
權
_

を
再
び
取
上
ぐ
：る
が
如
.

さ
判
決
を
下
す
を
欲
せ
ず
€

 

し
て
此
‘

要
求
を
拒
絕
し
た
。

'

.
 

、

四
；

/\
9

|
ズ
の
三
志」

;'
:
,:
1
九
一

1
1

牟
以
來「

イ
ブー

：.

ズ
：の
：三
.志」

ビ
稱
せ
ら
岑

判
決
0
殆
ざ
轉
べ
て
：̂
規
定
せ
ら
.れ
て
居
る
。
其
當
時
よ
6
賃
；銀
^
關
す
る
判
決
は
：、四
半
年
毎
の
生
活
揞
數
R
依
る 

自
働
的
改
訂
办
規
定
を
含
む
を
常
ビ
1>
て

居

る

事

は

前

述

め

如

く

：で

あ

る

が

、

.此
0
半
年
每
0
改
訂
の
中
間
期
に
生 

活
費
變
動
略
依
っ
七
實
質
賃
銀
が
生
活
費
以
下
に
低
下
す
る
揚
合
あ
る
を
認
め
へ
乏
^
備
へ
ん
が
爲
め
にX

プ
I
ズ 

判
事
が
同
年
末
の
瓦
斯
業
^
對
す
る
仲
载
判
決
£
斯
の
如
&
規
定
を
柿
入
し
杧
。
其

後

1
九

ニ

三

.年

に

聯

邦

伸

裁

裁

''第
ニ
+
四

卷

、

；こ
ハ
.セ
：
0
 

:
濠
洲
に
；於
：け
る
貨
銀
統
制 

'第十，
號
ー
四
芄



铬11

十
四
.卷
' 

C
l

六
.七
四〕

濠
洲
^
於
け
る
賃
鈒
銃
制 

第
十
^

一
四
六
‘

判
所
全
法
廷
，の
.決
議
に
侬
か
，
此
規
定
の
撖
入
は
裁
判
所
の
方
：針
？
し
ズ
確
耷
3
れ

た

。

從
つ
：
て
；夫

以

來

.は
：例

外

的 

の
.場
.合
を
，除
く
.の

他

常

.に「

パ
.ヮ
I
ズ
のI.

一
一
 
志」

•が
、ノi

グ
ー
ス
タ
.標
準
賃
銀
に
附
加
3
る

、
事w

な
つ
へ
た
の
で
あ 

S 

V此
處
に
例
外
的
な
る
場
合W

は
即
ち
勞
働
者
が
賃
銀
以
外
に
'何

等

：
か

の

特

權

を

與

へ

，
ら

れ

て

居

A
夫
が
爲
め
k 

S
志

以

上

：
の
f

を
享
受
U
つ
、
あ
る
ど
見
積
ら
：る

、
場
合(

.例
へ
.ば
交

通

從

業

員

の

：無

賃

乘

班

權

0
如
さ)

及
經
營 

困
雛
^
し
.て
斯
奋
追
加
を
支
拂
ひ
得
ざ
も
事
が
立
證
せ
ら
れ
た
場
合
.等
で
•あ
る
。
；尙

I.

九

ニ
八
年
の
、裁
縫
，窄
こ 

る
钾
決
に
於
て
ド
レ
ー
キ
ブ
ロ
ッ
ク
マ
ン
判
事
w
. A.

 

D
r
a
k
e
-
B
r
o
c
k
m
a
n

は
同
業
勞
働
者
の
季
節
的
失
業
を
賞
ふ 

が

爲

め

：四

奮

追

如

し
、
‘、ノ
ヮ
丨
ズ
の
三
志
を
追
加
し
な
か
っ
た
。
但
し
此
場
合
實
際
上
に
は
大
楚
が
無
い
事
明
で 

あ
る
。
又
デ
ス
’ジ
マ
デ
判
事

p J. 
D

e
l
g
e

は

1

九U

七
，年
の
牧
畜
業
S

す
る
判
決
に
於
て
、
次
に
述
ぶ
る 

曆
主
：等

S

様
.；̂「

パ
ソ
丨
义
の
三
志」
追
加
i

f

看
做
し
た
が
故
に
其
^̂ 

た
0 

「

パ

.

，

ブ
ー
ズ
め
3
志」

は
以
上
の
例
外
を
除
さ
て
常
に
ぐ
ー
グ
ュ
ス
タ
標
準
賃
銀
化
附
加
3
れ
.る
の
ヤ
あ
る
が
、
采 

し
て
斯
の
如
4

加

は

是

認

繁

べ

拿

否

や

.
o
'屋

侧

は

.四
半
年
ど
^
^
^
^

追
加
‘は

不

當

な.

I主
張
す
る
。
而
し
てi

九
ニ
七
年

^
は
ビ
ィ
ビ
ィ
判
事G.  

s
,

:
B

e
e

b
y

も
、
若
し
も
改
訂
が
一
.ゲ 

S

で
あ
つ
た
な
ら
斯
の
如
皇
加
は
許
さ
る
ベ
さ
で
あ
る
が
、
四

輩

の

如

3

f

,行
は
る
：
、
場

合

は

斯

る

追 

如
の
理
由
を
認
め
雛s

晶

べ

て

居

る

。
併
し
縱
令
改
訂
が一
ヶ

年一

同

V
J

し
て
.も
、
ア
ン

ダ
：ス
ン
氏
に
從
へ
ば
、 

生

活

费

ヵ

常

葛

騰

鑫

け

：f

其

昂

騰

產

速

ミ

場

合

で

含

れ

窮

る

追

加

V」

眷

視

す

る

®
由

は

殆

吝
 

い
.の
で

あ

气

而

も

實

際̂
於
て
斯
の
如
寺
年
活
费
騰
貴
は
例
外
的
の
.場
，合

^
し
か
有
^
抑
ぬ
_の
；で

あ

气

又

過̂

 ̂

0
實
際
生
：活

費

騰

貴の
調
査
の
結
果
も
斯
る
追
加
の
不
當
な
る
事
を
示
し
て
居
る
も
の
、
如
ぐ
で
.あ
る
。

卩

ち「

A

T 

'九
，年
ょ
'々

一

九
ニ
0
年
^
至
る
期
間
^
對
す
る
デh

ラ
ム
氏
け
&

日̂
の
調
査
化
依
れ
ば
、
其
期
間
を
通
じV

.

若
し
.，. 

此
，.三
’志
.の
追
加
が
な
き
場
合
^
は
、賃

鈒

は
、ノ
丨
グ
丄
ス
タ
«

¥
ょ
6
メ
ル
ボ
グ
ン
に
钤
て
；

|
週
九
片
六
大
都
市
平
均 

八
片
三
分
の
低
下
を
見
、

1

九
一
八
年
I

ー
九
ニ
ニ
年
の
期
間
に
於
て
ば
メ
ル
ボ
ル
ン
に
於
て
.一
週
一
〇
片
.の
低
^
 

を
見
た
で
あ
ら
ふ
。
又
ー
九
ニ
七
年
の
仲
裁
裁
判
に
於
て
提
出
^
れ
た
る
一
調
资
報
吿
に
依
れ
ば
、

一
九
ニ
'七
年
一f. 

月
に
先
っ
四
ヶ
年
半
の
期
間
に
於
て
、

一

週
ニ
片
半
が
基
■本
賃
銀
に
追
加
^
る
、
な
ら
ば
其
期
間
■.の
賃
鈒
改
訂
の
中) 

間
期
£

る
貨
幣
價
値
の
下
落
'の
す
ベ
て
を
償
ふ
に
充
分
で
.あ
る

$
算
定
し
、
’聯
邦
政
府
の
勞
働
統
計
係
長
な
.
>ナ
：
 

ト
ク
リ
ッ
フ
氏J. 

H
. 

Sutcliffe

の
同
期
間
^
對
す
る
調
査
は
一
週
五
片
ど
見
積
ぅ
、
觅

に1

九
二
八
年
の
一
伸
裁
裁 

判
に
'提
出
さ
れ
た
る
一
調
査
報
告
に
從
へ
ば
、

一
九
二
三
年
ょ
6

1九
ニ
八
年
^
至
る
期
間
に
於
て
、「

バ
ソ
ー
ズ
の 

三
志
し
の
.追
加
が
無
か
っ
た
な
ら
ば
メ
.

V
。

ホ
グ
ン
に
て
は
低
下
全
く
な
く
シ
ド
ニ
ィ
に
於
て
は1

片
四
分
の
三
の
低
下
.：
 

が

あ

っ

：た

？

算

出

し
.て
居

る

。

此

最

後

の

、數

字

は

聯

邦

統

計

局

長

も

，認

む

：る

所

で

あ

る

。

事

實

が

果

し

て

以

上

の

.如 

く

で

あ
.る
な
ら
ば
、「V

ヮ
ー
ズ
の
三
志」

は
現
在
の
每
四
半
年
賃
鈒
改
訂
の
規
定
？
下
に
於
て
ハ
ー
グ
ユ
ス
タ
標
準
維 

持
の
：爲
め
に
必
要
な
る
も
の
.で
は
な
い
。
然
ら
ば
何
故
裁
判
所
は
此
追
⑽
を
廢
止
せ
ぬ
の
で
あ
ら
ふ
か
。

パ
ソ
、！
、ズ 

判
事
は1

九
ニ
五
^

k
於
て
、
初
期
に
は
前
記
の
如
さ
目
的
?:
-以
て
三
志
追
加
を
な
し
た
が
、
後
.
は̂

之

に

依

っ

，
て 

永
久
的
の
賃
銀
引
上
を
行
a
た
る
も
の
で
あ
る
ヒ
の
意
見
を
述
べ
て
居
る
.。
併
し
此
見
解
は
直
ち
に
次
の
如
&
疑
問
：
 

を
生
ぜ
6-
め
る
。
即
ち
何
故
に
パ
ヮ
ー
ズ
判
'事
诌
身
も
屢
.々
..同
意
且
っ
滿
足
の
.意
を
表
し
っ
、
あ

るV
!

グ
エ
ス
タ 

生
活
標
準
が
、
三
志
だ

け

永
久
的
^
引
上
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
W'
かW

の
疑
間
で
あ
る
0

併
乍
ら
此
三
志
追
加
を
以
て 

の
I
のv

着
做
す
は
.パ
.ヮ
ーX

判
事
の
み
で
あ
っ
て
、
他
の
判
事
^
依
っ
.て
は
.一
時
的
應
彘
手
段
ど
考
へ
ら
'

第
..

ニ
十
四
卷
.

(1,

六
七
五
V

濠
洲
に「

於
げ
る
賃
銀
統
.制
‘ 

第
十
號
.：

一
四
：七
：



第

ニ

十

四

卷C
I

 .

六
.七
六〕

.滚
洲
に
"於
け
る

貨
錤
統
制 

第

十

铵

.一

四
八

:

_
つ
て
腐
主
侧
は
其
廢
止
運
動
を
.繰
返
ず
の
で
あ
る
0

.現
在
斯
る
批：

難
.あ

ん

に

'も

拘

ら

ず

未

だ

技

聯
 

,此
1】

一
志
追
加
を
繼
纘
し
つ
>
 
あ
る
は
、
-
是
がH

九
.二 I

年
以
來
憤
例V

)

な
沴
し
も
め
な
る
事
及
此
問
題
.の
解
決
は
必 

然
に
基
本
賃
銀
の
苒
吟
味
を
必
要
ぜ
す
る
^

至
る
事v

の
一
ー
：：理

由

化

依

る

..も
の
で
あ
0

て
、
裁
判
所
が
必
ず
し
も
此 

惯
例
比
滿
足
せ
る
も
の
な
ら
ざ
る
事
は
明
で
あ
る
。
甚
本
賃
銀
の
W

吟
味
は
極
め
て
困
«|
な
る
大
事
業
k

し
て
裁
判 

:所
ば
斯
る
大
事
業
纪
着
手
す
る
佘
裕
が
な
；い
o

ク
ィ
ッ
ク
判
事
の
如
さ
は
' 

一.
九

一一

一
一
年
の
伸
栽
判
決
に
於
て
、
縱
令
斯 

る
三
..志
追
加
が
實
際
^

過
大
な
み
ど
ず
.る
も
勞
働
者
：代
過
小
额
を
與
ふ
る
0

過
を
な
す
ょ
ぅ
は
過
大
额
を
與
ふ
る
の 

過
?:
な
す
事
を
以
て
滿
足
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ビ
述
べ
て
居
る
。 

.

以
上
を
以
て
.辕
洲
故
於
る
某
本
賃
銀
た
る
生
.活
賃
銀
の
.決

定

.
、
.
其

吟

味

及

其
 

終

つ

た

：
。
：
教

奪

以

下

.

.は
作
業
：の
性
質
、
環
境
、
其
他
の
條
件
に
從
つ
て
此
基
本
賃
鈒
ウ
上
纪
附
加
せ
ら
る
、
額
の
統 

制
を
略
述
じ
や
ふ
。

五
基
本
賃
銀
と
最
低
賃
銀

•-
:
.
濠

洲

に

於
：け
る
®
本
賃
銀
は

' 1

地
域
內
に
於
て
靡
業
又
は
職
業
の
如
何
を
問
は
ず

^
何
な
る
.
#
«
#
に
も
適
用 

さ
る
、
生
活
賃
銀
、で
あ
る
が
、
伸
裁
裁
判
所
ぼ
斑
にI

職
業
又
ば
一
等
級

$
勞
働
者
の
み

^
支
拂
は
る
、
賃
鈒
の
.甚 

本
.標
準
額
を
裁
定
す
る
。
斯
る
賃
鈒
は
濠
洲

’に
於
て
最
低
賃
鈒

(£
稱
せ
ら
れ
る
。
：：即
ち
伸
裁
裁
判
所
は.一

職
業
又
は 

1.

勞
働
者
階
級

.の
全
員
化
適
用
^
る
、
賃
鈒
最
低
額
を
決
定
じ
、
各
個
別
勞
働
者
の
特
殊
技
能

^
對

す

る

'
追

加

報

酬
 

は
之
を
朦
驾
を
勞
働
漭
間
の
自
rl
i
交
涉
^
#
す
の
で
あ
る
。
而

し

て
此
最
低
«
は
、
最
下
級
勞
働
者
の
場
合
^
於
て
は 

»
本
賃
銀V」

1

 

'致
す

る

が

、
其

他

の

揚

合

^
.
於

て
は
®

本

賃

鈒
额
以
上
な
る

*
明
で
あ
る
0
此
#

八
ロ
.の
甚
本
賃
«

ど
赘

!

丨

I

fs
賃
鈒
ど
.の
差
额
は
瀠
洲
^
於

て

補

足

：賃

銀

s
e
c
o
n
d

旧ty 

w
a
g
e

又
或
は
熟
練
差
额
，Ma

r
g
i
p

 for 

s
k
sせ
#
せ
ら
. 

る

、
も

0
'で
：あ
る
。
即

ち一

職
業
，̂
+必
要
な
る
熟
練
、
體
力
.其
他
の
性
能
R
對
し
て
支
柳
；は
る
、
差
額
で
あ
る
が
、
 

此
揚
合
の
熟
練
w

^

m

k仕
事
を
な
す
上
^
巧
妙
在
る
事
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
如
何
な
る
作
業
^
雖
も
夫
を 

苽
す
.に
：多
少
の
巧
妙
S
を
要
す
る
事
は
明
で
あ
る
：。
此
處
.に
云
ふ
熟
練
は
之
■ど
'異
，6
、
徒
弟
ビ
し
て
相
當
長
期
：間(

四 

弗
乃
至
五
钷
間
ど
普
通
認
定
^
れ
て
居
る
。)

修
業
を
經.

て
始
め
て
#

&
る

、
'
%
の
：を
云
ろ
斯
る
熟
練
勞
働
者
は
最

. 

下
：層
：の
勞
働
者
即
ち
不
熟
練
勞
働
者
^
比
し
偾
値
大
な
<>
事
明
で
あ
つ
.て
、
' 從0.

て
.前
者
ば
後
者
.の
受

く

る

.藤

本

賃 

銀
以
上
の
賃
銀
を
受
く
：る
も
.の
で
あ
る
。
併
し
補
足
賃
鈒
逢
練

^
對

し

て

：支

給

せ

ら

る

 

> の
み
な
ら
ず
、
特
殊
の 

體
カ
其
他
の
性
能
^
對
し
て
も
支
給
せ
ら
れ
る
、
一
例
へ
ば
.ヒ
.ギX:

ズ

判

事

は

、

」

瓦

斯

業

の

火

夫

.
^
對

し

同

作

業

が

ょ 

办
大
な
る
體
力
、
堅
忍
性
等
を
必
.要
€
す
る
’か
故
を
以
て
、
«
內
轉
轍
手
ょ
ぅ
も
1
日
ニ
志
高
き
賃
鈒
を
支
給
せ
し 

め
.た
-か
如
^
;で
あ
る
。：
.又
客
11
1
運
轉
手
ビ
貨
物
堪
運
轉
手
'、
坑
夫
昇
降
機
蓮
轉
手
ビ
石
炭
搬
出
機
®
鹎
手
の
W

R
其 

作
業
に
伴
ふ
責
任
に
輕
重
あ
る
.の
故
を
以
て
、

ヒ
ギ
ン
ズ
判
事
は
一
日

一
志
の
差
額
を
認
め
て
居
る
。
；
 

仲
栽
裁
判
所
判
事
は
あ
ら
ゆ
る
產
業
の
骄
議
解
決
に
常
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
其
前
身
が
機
關
丰
な
A
し

ク

"
ッ
ク
判 

事
が
同
業
に
就
て
«
問
的
知
1|
を
有
し
た
る
が
如
き
場
合
は
あ
ク
得
る
^
は
云
へ
ノ
數
多
の
‘產
業
の
個
々
に
就
て
詳 

細
な
る

知
識
を

剪
す
る
事
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
o
然
ら
ば
判
事
は
.如
何
に
し
て|

産
業
內
の
各
作
業
間
に
等
差
を 

附

し

、
へ

而

も

斯

る

等

差
5:
.ー
定
の
賃
銀
差
額
に
見
積
6
得
る
の
で
あ
ら
ふ
か
。
此
點
に
：關
し
ヒ
ギ
'ン
へ
ズ
、
：：
パ

ソ

ー

ズ 

を
始
め
其
他
の
判
事
の
言
を
要
約
す
れ
ば
、
判
靡
は
先
づ
第
.

I

に
當
該
產
業
ド
於
る
慣
習
又
ば
從
來
の
雇
主
雇
人
間 

の
協
約
の
定
ひ
る
所
に
從
ふ
の
で
あ
る
。
何
人
も
其
產
業
當
事
者
以
上
に
共
產
業
內
の
各
®
勞
働
の
此
較
的
儐
値
を

第

二

十

四

卷(一

六
七
七)

潦
洲
に
於
げ
る
賃
I

制 

第十魃一四九



,

第

二

十

四

卷C
M

ハ
七
八〕

濠
洲
に
於
け
る
賃
銀
統
制 

第

屮

號

1
芄
〇

知
漉
す
を
も
の
ば
無
い
ヒ
認
め
ら
れ
、'
從
つ
.
て
極
め
て
有
力
な
.る
'反
證
の
無
会
限
A

產

業

：常

事

者

の

：
縣

K

行
a
や 

:あ

る

：所

を

變
$

し
な
い
の
で
.あ
る
。.
判
事
は
文
聯
邦
和
解
伸
裁
法
^
:規
定
に
侬
办
1
.
1人
：の
顧
問
を
臨
時
：̂
往
命
す
る 

事
が
出
來
る
。
補
尼
賃
鈒
決
定
^

當
つ
て
名
此
顧
問
を
使
用
す
る
場
合
名
あ
る
が
、
元
來
斯
る
顧
問
は
勞
資
双
.方
の 

«

よ
々
：

一

名
宛
任
命
す
る
も
の
で
あ
る
が
放
に
、
其
答
申
す
：石
所
：は
雨
者
甚
し
.く
相
違
す
る
揚
合
多
含
等
：の
io
l

tt
l

R
 

て
實
際
^

是
等
顧
間
よ
6

佘
6

を
'多
ぐ
を
期
待
し
得
ず
、
從
0

て
.其
任
命
を
見
る
事
は
稀
で
あ
る
0

次
に
判
事
は
從 

來
0
判
決
例
を
參
照
し
、/
問
題
..の
職
業
^.
關
す
る
判
決
例
の
み
な
ら
ず
.己
れ
ど
.同
等
ど
看
做
^

る
>
他

め

職

業

の

.判 

決
例
よ
彡
指
針
を
見
出
す
第
が
出
來
る
：。
.
例

へ

ば一

九

一

一

四

年
^

ク
ィ
.ッ
ク
判
事
が
>

汽
_
製
造
エ
の
補
足
賃
銀
を
求 

む
る
^

旋
盤
エ
及
組
立
エ
の
補
足
賃
銀
を
用
.ひ

介

る

が

如

く

：で

あ

る

。

，
又

裁

判

を

受

；
け

0

、
'あ

る
.

議

當

事

者

よ

..ぅ 

の
證
言
も
重
要
>1
る
資
料
：た
る
事
は
云
ふ
爻
で
も
な
い
。
，
，，

:,
聯
邦
當
局
の
判
事
が
斯
る
補
足
賃
：鈒
決
定
に
際
し
て
當
而
せ
ね
.ば
な
ら
ぬ
.困
.難
の
一
.は
、
向
一
作
業
k
對
し
て
.現

• 

在
行
は
れ
つ
、
あ
る
補
足
賃
銀
额
.が
諸
州
間
^
於
..て
殆
ざ
常
に
相
違
す
る
事
.で
あ
；0
。'
各
州
の
同
一
產
業
間
に
於
る 

慣
習
又
•は
協
約
が
相
互
R
相
違
し
て
居
ぅ
、
又
：各
州
當
局
り
定
め
た
る
額
が
相
互
に
相
違
し
て
居
る
：。斯

の

如

美

合 

聯
邦
常
局
の
判
事
は
、栽
準VJ

す
る
所
を
發
.見
す
る
に
苦
し
む
の
で
あ
.る
。
：
併

し

困

雛

，は

之

に

止

ま

ら

ず

、

#
議
當
V 

者
問
^
各
稲
勞
働
の
比
較
的
愤
値
^
對
す
る
評
價
の
相
違
が
あ
ぅ
、
E

R
爭
議
當
事
者
中
の
®
主
相
互
間
勞
働
者
® 

互
間
に
す
ら
斯
る
相
違
が
存
在
す
る
事
も
あ
る
。
斯
る
場
合
判
讓
は
其
產
業
の
事
情
に
暗
く
顧
問
も
有
用
で
な
い_ VJ 

し
な
な
ら
-ば
、.判
事
は
如
何
な
る
標
準
^
侬
て「

公

1£
な
.る
差
額」

を
決
定
す
べ
さ
で
あ
ら
ふ
か
0斯

ぐ

し

て

ァ

ン

.ダ
ス 

V
氏
の
結
論
に
從
へ
ば
、
聯
邦
裁
判
所
も
各
州
の
裁
判
所
も
均
し
く
斯
る
補
足
賃
鈒
裁
定
を
行
_ふ
^
適
當
.な

<>
機
關

.で
は
な
い
け
れ
ざ
も
、而
も

»
主
雇
人
間
^
意
見
の
合
致
を
觅
な
い
場
合
は
：現
在
の
“方
法
^
代
る
べ
&
良
.法

も

#

^

。

.
以
上
補
足
賃
鈒
が
如
何
^
し
て
決
定
3
る

、
ゃ
に
就
て
大
略
を
述
べ
た
。
次
^
補
足
賃
鈒
^
關
す
る
若
干
:(
7).
問
題 

ir
一
 

瞥
し
や
ふ
。
 

；- 

,

從
來
聯
邦
裁
判
所
の
方
針
は
、
某
本
賃
鈒
?:
生
活
費
の
變
動
に
應
じ
て
改
訂
す
る
に
當
々
、
此
補
足
賃
鈒
に
は
夫 

>
し
照
應
す
る
改
訂
を
行
は
ざ
る
?:
常

^
し
て
居
る
。
併
し
之
^
對
し
て
は
反
對
意
見
多
く
、

ヒ
ギ
ン
ズ
判
事
も
、..勞 

働
者
が
補
足
'賃
銀
を
以
て
購
入
す
る
も
の
は
殆
ざ
生
活
必
需
品w

な
つ
て
®
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
生
活
费
.の
.騰
貴 

ビ

共

^
當
然
補
足
賃
鈒
も
改
訂
さ
る
ベ
さ
で
あ
るV
J

の
意
見
で
あ
つ
た

.°併
し
，戰
時
中
の
變
態
的
環
境
の
下
k
於
て 

は
、斯
の
如
く
補
足
賃
鈒
ま
で
も
生
活
费
變
動
^
調
節
す
る
事
は
不
可
.な
^
ど
1
般

^
認
め
ら
れ
て
居
た
の
で
，あ
る
。
 

”戰
後
此
問
題
の
铒
燃
す
る
ゃ
、
ヒ
ギ
ン
ズ
判
事
は
某
本
賃
鈒
ビ
共
^
補
足
«
«
を
も
變
化
せ
し
む
る
方
針
を
採
つ
た 

が

、
'ヒ
ギ
ン
'ズ
判
事
辭
任
後
一
九
一
三
年
パ
.
7 

1ズ
.判
事
.は
、
當
時
の
不
況
忙
鑑
：み
て
ヒ
•ギ
ン
ズ
判
事
の
定
め
た
る 

額
を
低
下
せ
し
め
た
。
即
ち
ヒ
ギ
ン
ズ
判
事
が
一
九
'ー|
ー.年
^
定
.め
た
る
機
械
組
玄
エ
の
補
觅
賃
銀
|
.週
三
六
志
を
、
 

パ
ヮ
ー
ズ
判
辦
は
一
九
ニ
ニ
年
に
ニ
四
志
^
減
じ
れ
の
で
あ
る
。(

因
に
此
ニ
吗
志
は
之
以
來
最
高
熟
練
エ
^
對
す
る 

補
足
賃
銀
の
標
.準V

な
つ
て
居
る
。〕 

‘ 

-
o 

判
事
の
多
く
は
ヒ
ギ
'V

ズ
判
事
ど
意
見
?:
異
忙
し
、
補
.足
賃
銀
は
生
活
費
^
共
に
變
動
す
べ
さ
％
:の
で
な
X
, 0
 

h練
體
ヵ
及
其
他
め
性
能
の
價
値
即
ち
市
場
價
格
せ
共
に

變
動
す
べ
さ
も:

のp

あ
る
ミ
主
張
す
.る
o
パ
ソ
i

判
事
は 

) 一

九

ニ

四

年

の

漉

械

エ
^
對
す
か
判
決
^
於
て
、
熟
練
、
體
ヵ
‘及
其
他
の
性
能
：の
價
値
^
對
す
る
報
酬V

し
て
ょ
4 

以

外

，の

根

據

ド

侬

つ

て

補

足

賃

銀

を

決

定

す

.

.る
事
は
、
.聯
邦
裁
判
所
始
«
つ
て
以
來
.の
方
針
^
反
し
>
あ
ら
ゅ
る
濠

:

笫11

屮
：W
卷
.

(
一

六
七
九〕

濠
洲
.に
.於
け
る
質
銀
統
制 

第

十

號

一
五
一



第

二

十

四

卷C
H
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ハ
八
0〕

療
洲
に
於
げ
る
賃
銀
統
制
：

、
 

第

屮

號

一

五
：ニ

洲
各
.州
の
裁
判
所
、
賃
銀
局
又
は
.臨
時
^
任
命
さ
れ
た
る
實
銀
载
定
機
關
の
常
に
：爲
し
來
れ
れ
る
所
^
反

す

る

も

の

‘：
 

で
あ
る
;̂

述
べ
た
。
.併
し
事
實
位
必
ず
し
も
さ
ぅ
で
は
な
ぐ
>、
.熟
練
0
偾
値
も
は
.全
く
無
_
係
に
、
或
ば
便
宜
上

 ̂

理
由
ょ
.6
補
足
賃
鈒
の
增
tr
l
を
許
^

も
あ
i
v
. 

•

生
產
法
改
良
の
結
果
熟
練
：勞
働
の
必
要
を
見
ざ
る
k
.至 

6
し
作
樂
R
對
し
袖
足
賃
鈒
の
.增
额
を
許
さ
ざ
.々
し
ど
共
^
減
額
f
cも
許
さ
o

し
場
合
：冬
あ
々
、
又
生
活
费
.に
應 

じ
.て
補
足
賃
銀
.を
改
訂
し
た
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
併
し
一
九
二
八
年
時
の
裁
判
長
デ
ス
リ
ッ
デ
氏
は
、
前 

代
の
裁
判
長
パ
ソ
ー
ズ
㈣

#

?IW
J

«
、：
ff
i

M
賃

鈒

，
は

其

勞

働

の

，
價

値

R
依

つ
.

v

決

定

さ

る

；ベ

さ

も

の

ビ

.の

意

見

を

述 

ベ
、
各
判
事
は
之
を
支
持
し
た
。
.又
裁
.判
所
は
.地
方
别
の
補
足
賃
銀
.の
相
違
.を
：本
許
さ
な
い
。：

全
潫
洲
を
通
じ
.て
同
.. 

種
の
勞
働
^
對
し
同
率
の
補
足
賃
銀
を
裁
定
す
る
-方
針
を
^
つ
^
居
.る
o
此
點
に
就
て
は
ヒ
ザ
ゾ
ズ
、

パ
7'
-
丨
ズ
其 

他
の
判
事
間
^
も
意
見
が
一
致
し
て
居
る
。

:
.

次
に
補
足
賃
鈒
に
關
す
る
重
寒
な
る
問
題
の
.1>
 
し
て
考
ベ
ら
る
、
は
、
機
械
を
用
.ひ
て
作
業
を
行
ふ
'
當̂
6
其 

作
業
が
例
へ
ば
自
働
的
^
活
動
し
っ
く
あ
る
機
械
に
原
料
品
を
支
給
し
或
は
製
品
を
受
取
る
^
留
^
る
程
度
の
低
級 

勞
働
を
な
す
機
械
勞
働
者Machinists 

or 

machine 

m
i
n
d
e
r
s

の
補
足
*
鈒
で
あ
る
。是
等
勞
備
者
は
屢
々
其
熟
練 

.體
カ
其
他
其
作
藥
に
必
耍
な
る
性
能
に
應
ず
る
遙
R
以
上
の
高
賛
鈒
：を
#
て
：居
る
。「

其
：理
由
ど
し
て
、
斯
る
勞
働
者 

の
生
産
力
が
勞
働
節
約
の
機
械
使
用
^
.依
っ
て
著
し
く
增
加
し
.た
る
事
實
が
擧
げ
ら
れ
る
事
が
あ
る
、

ァ
ン
ダ
ス
ン 

氏
は
之
^
對
し
て
、斯
の
如
$
生
產
ヵ
增
加
の
利
益
は
社
會
全
體
^
及
ば
^
る
べ
$
で
、其
機
械
を
使
用
す
る
勞
働
者 

の
.み
^
享
樂
せ
し
む
ベ
&
で
は
な
い
ビ

考
ベ
る
。
.-
文
斯
る
機
«
の
使
用
は
勞
働
を
軍
純
な
ら
し
め
習
得
を
容
易
な
ら
.

し
め
る
が
故
を
以
て
.之
に
對
す
.る
補
足
賃
銀
を
引
下
ぐ
れ
ば
.
> 
高
價
：衣
..石
熟
練
勞
働
.者
.は
此
廉
價
.な

.
る

機

械

勞

働

者

!
-
-
_ 

, 

き

E
u
j
r
卜

. 

-
i
- 

- 

. 

- 

一
 
.
：
；
.：

 

—

H
を
I
聖

固

以
爲
め
R
福
逐
せ
ら
れ
る
が
故
化
、
•：斯
る
種
類
：の
低
級
勞
働
者
^
は

高

賃

鈒

が

與

：：

.へ
：ね

ば

な

ら

ぬ

：ど
す
る
：人

々

も

あ 

る
。
.ヒ
ギ
ン
ズ
判
事
の
如
き
は
其1.

人
で
あ
っ
て
熟
練
工W

斯
る
機
械
勞
働
者
^
に
同
•
.

1.

の
補
足
.賃
'銀
を
與
'へ
た
。
一
 

併
し
パ
ブ
ー
ズ
判
事
ば
斯
る
所
論
を
承
認
し
な
い
ノ
同
判
事
代
從
へ
ば
、
斯
る
機
械
勞
働
者
に
ょ
ゥ
低
&
賃
鈒
を
與 

へ
ね
ば
議
勞
働
者

k
な
ら
ん
ど
す
る
誘
因
が
存
在
せ
ざ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
夕
ィ
、
ク
辦
事
は
ハ
ソ
丨
ス 

判
事
の
：所
見
ど
同
意
k
傾

5
、
ゥ
エ
ッ
ブ
判
事
は
を
ギ
ン
ズ
判
事
.ビ
同
様
の
意
兇
を
示
し
て
居
る
。.
一
九
二
调
年
の
機 

秘
エ
に
»
す
る
判
双
に
於
て
、

パ
ヮ
I

ズ
判
事
は
勞
慟
組
合
«
の
主
張
?:
次

.の
如
く
要
約
し
た
；.。
ぃ
即
ち
：勞

働

組

合

の 

主
張
^
农
れ
ば
、
機
械
勞
働
者
は
、(

〗
)

從
來
熟
練
勞
働
に
依
ウ
て
な
さ
れ
た
る
^
同
一
の
品
物
?:
作

一

.一)

最
新
' 

式
の
機
械
^
依
っ
て
作
'業
^
#.
ふ
時
は
、
從
來
機
槭
に
依
ら
ず
し
て
熟
練H

が

な

し

得

た

る

ょ

ぅ

は

遙

黎

大

量

.の 

士
：事

を

な

ず

が

故

に

(
一

一一
 

>厢
主

，に̂

6:

て
熟
練
工
，ょ
々
も
大
な
る
價
値
を
有
し
：、
從
っ
て
熟
練
工
：̂
房
率
又
.は

少

. 

I

其
熟
練
程
f

比
し
て
高
&
賃
鈒
を
支
拂
は
る
.ベ
ぎ
で
あ
る
。

身
に
依
づ
て
次
の
如
く
要
約
さ
れV

居
る
。
即
ち(

一〕

裁
判
所
が
考
慮
し
又
考
處
し
#
る
唯
一
の
差
額
は
、
作
業
に 

於
る
熟
練
ミ
責
任
ど
の
其
時
の
價
値
に
相
當
す
る
％
の
で
.あ
る
。
而
し
て
此
價
値
は
、
''
其

作

業

に

必

要

，な

る

熟

練

を

'
. 

獲
^
す
る
爲
め
の
修
業
ビ
そ
れ
^
費
さ
る
、
時
間
ヒ
it
.甚
さ
定
.め
ら
れ
る
。(

1
1
)

熟
«
其

：他

に

對

す

：る

#

足

賃

鈒

率 

は

、
，：機

械

化

依

っ

V

警
れ
た
る
仕
事
の
量
の
大
小
皇
い
て
支
拂
は
れ

'る
の

で

は

尊

い

.。
'.勞

働

組

合

は

c

吊
に
出
來 

高
實
銀
制
i

否

す

る

责

依

へ

手

又

は

機

械

め

生

產

髙

£

る
支
拂
を
轉
否
し
て
.來

和

の

で

あ

るo C

三)

熟
練 

エ
.の
：補
足
賃
銀
は
機
械
の
な
ず
仕
事
即
ち
機
械
の
生
產
高
の
雇
主
^
ビ
っ
て
の
’價
値

に

基

て

支S

は
.る
、
も
の
セ 

は
なS:. 。

何

芸

れ

ば

*
し

i>
3ぅ

で
あ
れ
ば
、
裁
判
所
.は
各
個
勞
働
者
の
仕
事
の
*
主
^
對
す
る
價
値
喧
出
さ

第
.

一

一

十

四

卷

(
1

六
八I

〕

濠
洲
に
於
け
る
貨
銀
絞
制
. 

第

十

狻

I

五
三
1



V.

笫u

十

四

卷

a

六
八
1

W
.濠
洲
に
於
げ
る
賃
銀
綵
制 

"第

十

玻

，
一

五
四

.ね
ば
な
ら
..ず
：、'其
結
果
ば
賃
鈒
を
增
額
せ
し
む
る
よ
6
も

減

額

せ

：し

む

る
.事V

な
る
場
合
：も
あ
ら
ふ
。
.C

四〕

熟
_

に 

:對
す
る
賃
鈒
率
は
.機
械
^
依
っ
て
な
3
れ
代
る
仕
事
の
.量
に
，依

.っ
て
定
む
さ
«
は
出
來
な
.い
o
何

^

な

れ

ば

同

様

な 

.
'或
は
よ
6
能
率
高
さ
機
«
か
英
國
其
他
に
於
て
用
ひ
.ら
れ
て
.居
る
。
若
し
も
：歷
主
が
良
&
機
械
を
使
用
し
て
相
當
の 

へ
賃
銀
を
以
.て
.生
產
を
行
は
ぬ
な
ら
.ば
、
'其
品
物
.の
供
給
を
輸
入
に
仰
が
ね
ば
な
ら
ぬ
事
>

」

攻
>
、
'現

在

相

當

.の

貴

銀
 

.を
受
け
づ
y

あ
る
.機
械
勞
働
者
は
全
く
仕
事
を
失
ふ
で
あ
ら
ふ
。(

五
.

)

機
械
に
附
添
.ふ
勞

；働

者

め

賃«
も
.他
の
勞
« 

.者
ミ
同

.

一

の
*
礎
^
依
っ
.て
定
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
彼
の
從
事
す
る
階
級
の
仕
事
^
對
し
て
與
ふ
べ
さ
公
芷 

v

な
る
賃
銀
を
決
定
す
る
事
で
あ
る
。：

■ 

' 

. 

. 

.

各
種
勞
働
R
對
す
る
補
足
賃
銀
の
等
級
に
就
て
勞
働
組
合
は
極
め
：て
細
密
な
.る
作
業
分
類
を
行
61
、
共
夫
.々
セ
個 

.
•別
的
の
賃
.銀
決
定
を
要
求
す
る
0
で
.あ
る
が
、
.伸
裁
々
判
所
は
、
；相
違
せ
る
作
業
で
あ
っ
て
：も
夫
^
必

耍

な

：る

熟

練 

.體
カ
其
他
の
宴
素
^
分
解
を
听
ひ
同
等
^
認
め
ら
る
X

の
は
、
之
を
同
一
部
類
ヒ
纒
め
る
'方
針
を
§
^

1
居

'5
。 

M
へ
.ば
ヒ
ギ
ン
ズ
が
全
勞
働
を
凡
そ
四
種
に
分
っ
た
が
如
く
で
あ
る
。V

即

ち|

九

|
.
.
七
年
の
瓦
斯
業
^
對
す
る
.判
決 

R
於
て
彼
は
次
の
如
さ
分
類
を
な
し
た
.。
::
即
ち(

T-
¥

lf
i

k
熟
練
H

-S
呼
ば
I

免
^
及
び
.或
程
度
の
責
任
.あ
；る
作 

.槳
に
從
事
す
る
勞
働
者
^
し
て
、

一

日
^
就
奂
芘
本
賃
鈒
^
六
片
の
附
加
を
受
け
る
.。(

ニ
.

)

ー
 

機

械

の

主

住

な

る

，か 

，或
は
他
の
何
等
か
め
形
式
^
し
一
般
勞
働
者
よ
ぅ
卓
ん
で
た
る
者
に
し
て
，一
日
一
志
の
補
足
賃
銀
?:
受
け
る
.。

o

e 

火
夫
及
其
仕
事
€
同
樣
の
仕
事
を
な
す
勞
働
者
に
し
て
、

一

日
ニ
志
の
差
額
を
受
く
。(

四〕

機
械
組
立H

及
旋
盤
工 

の
如
さ
最
高
級
勞
働
者
は1

日
三
志
の
差
額
を
受
け
る
。
他
の
判
事
も
之
ど
大
差
な
い
方
針
を
採
っ
た
。

ヒ
ギ
ン
ズ 

判
事
.は
又
、

一
週
に
就
さ
一
志
の
差
の
如
き
細
分
は
、
'最
低
賃
銀
の
原
則
>」
矛
盾
す
る
も
の
'で
あ
\

M

「

(c
じ

て

.且

つ
•非
實
際
的
で
あ
る
ビ
の
所
見
を
述
べ
だ
。：
、ィ
ヮ
ー
ズ
判
事
も
一
九
ニ
六
年
^
、

ニ
ニ
5

V
J兆
本
貨
飯
^
.同
一
に
定
め
、
H

l

l

i

k一
 

H
六

片

.
の

補

足

賃

鈒

、

六

四

植

に

ニ

日

，
一

志

、

s
ff
l

k

'

.

H

t

^
，
一.

一
f l
i c
一
 
日

一

志

六

片

、

‘三

種

^
ー 

日
ニ
志
の
補
足
賃
鈒
を
定
め
た
。
而
し
て
料g

人
其
他
ニ
三
種
の
®
働
者
に
對

し
て
特
別
の
率
.を
定
め
た
の

•で
あ
る
。

次

^
ー
，人
の
勞
働
者
が
ニ
秫
以
上
の
作
業
を
行
ふ
場
合

^
は
、
裁
判
所
は
此
勞
働
者

•か
、
是
等
作
業
の
中
に
て
最 

本
高
級
な
.る
作
業H

對
す
'る
補
足
賃
鈒
を
支
拂
は
る
、
事
を
要
求
す
る
。

ヒ
ギ
ン
ズ
判
事
に
從
ベ
ば
、
若
し
も
低
級 

作
業
の
補
足
賃
銀
を
支
給
す
：る
事
を
許
し
.れ
^
ら
ば
>
.
«主
は
低
級
作
業
を
行
ふ
.勞
働
者
の
.み
を
*
つ
七
：

高
級
作 

,
.こ
.も
從
事

.
3サ
る
で
あ
ら
.ふ

:°
此
混
合
作
業

S

X

A

functions

を

.行
ふ
勞
働
省

^
:與
し

十

は

：、
：'或
場
洽
に
；は
ー 

日
，の
一
部
高
級
作
業
を
な
し
た
る
に
對
し
て
其
一
日
の
高
級
作
業
に
對
す
る
賃
銀
を
支
給
せ
ら
れ
或
場
合
に
は
ニ 

時

間

以

上
0
時
間
以
內
は
_半
日
の
.高
級
賃
銀
暮
日
の
普
通
質

.銀
、
馨

，間

- a
上
は
.
一

田

の

高

級

實

馨

支

耠

せ

ち 

n
る
：。-
M

又̂1
M

u

行
は
る

.、

.方
法
は
、

|

週

一

一

四

畤

間
^

の̂
^
級
作
業
^
參
し
て
一
週
間
め
.高
*

銀̂
す

' 5
: 

拂
.ば
.れ
»
以

內

は

實

際

作

業

時

間̂
對
し
：て
支
拂
は
れ
る
。
'-
..:
?
,
.
.
.

; 」

•う

..'り

'
■:
;
'■
;
•;
ベ

:ソ
つ
、y
ゾ
：
，
U
 ■

も 

此
混
合
作
業
ど
云
ふ
の
は
.、他
の
勞
雪
の
休
業
等
の
理
由
に
依
つ
て
臨
時

£

の
作
業
を
な
す
場
合
で
I

s
 

o 

斯

^
>
,
■
一
一

 
種
^
上
の
作
業
を
な
す
事
が
正
常
の
狀
態
な
る
揚
合
で
あ
る
。
最
初
そ
の
爲
め
化
雇
は
れ
た
る
作
業
ょ
ぅ
高 

級

な

る

作

業

^
從

事

す

6
場
合
は
前
記
の
如
く
で
f

,
 

rい

:®
級
，な
，る

作

管

從

事

す

，る
揚
合
R 
.は

尙

襲

は

筒 

單

で

あ

：

つ

、
て

、

勢

働
.者
は
時
々
：.低
級
作
業

^
從
事
す
る
の
故
を
以
て
其
收
入
を
低
下
せ
し
む

‘へ
き

で

，
は

な
>
事

は

.

.
ー 

般
i c
.
m̂
.
.
ら

る

 

S
J3
)
で
.あ

る
.
' 

.

.菸
ニ
十

四

.
薛：(

1
'六
八
ー5

豫
洲
に
於
'け
る
質
銀
統
制
. 

：
铬
屮
.鬅

: r
供
^



第
二
十
四
卷
.

C
I

六
八
四
> 

濠
洲
に
於
け
：る
賃
銀
統
御

' 

第

ナ

域

7

六

.

.囊
本
賃
鈒
.は
如
何
な
.る
揚
合
如
何
な
る
勞
働
者
に
對
し
て
.も
此
以
下
を
支
拂
ふ
事
を
許
3
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
。
併

乍

ら

被

足

賃

銀

は

斯

の

如

く

「

神

猶

に

：し
て
：侵

す

：べ

か

ら

ざ

.る

.

」

.̂
.の
で

は

：な

い:°
:ヒ
：
ギ

シ

ズ

へW
ク
ー
ズ
、
其
他
の

钾
事
は
、.
.
*本

賃

銀
^
へ
守
ら
：
れ
，
.て
：居

る«

&
ば
、
產
業
の
經
營
困
難
な
る
場
合
其
他
事
情
に
_依
つ
，
て
：
は
.補

足

賃

皱 

を
引
下
ぐ
べ
さ
意
向
-5
:
明
^
し
て
：.居
る
：。ぐ 

：：J
' 

- 

'

:

.. 

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

. 

.
+
■
■■
.
 

■ 

- 

V 

• 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

•

ぃ

：
？

ぐ
ソ
”
イ

 

：：

ふ
'
'
,
' 

:
:
'

^
此
：處

^
特
殊
作
業
^
.は
：;:
'

#
殊
め
作
業
0
み
な

 ̂

へ
ば
作
業
環
境
の
特
殊
*

る
揚
合
も
含
む
の
で
あ

る
o
成
種
：類
の
作
業
文
は
作
業
環
境
：I

し
て
は
、
不
快
不
衛
生
其
.他
特
一
殊
の
幽
由
に
依
つ
て
、..、特
fc
質
.銀
を
.增
額

す

、
へ&
.で
：
あ

る

，
笑
"
要

求

：が

屢

々

：
勞

働

組

合

铷

 

是

等
«
.殊
作
業
.：又

は

特

殊

作

業

環

境

は

大

观

す 

れ

ば

次
.の
如
く
で
.あ
る

。V
:
. 

. 

’

ジ

，
：
，
，

(
-

B

 

.不

快

な

杏

作

業

.

：

ィ
、

不
潔
な
：
る
作

- *

:
'ロ、
嫌

藤

す..ベ，&
作

#
；

ク
、マ
*
换

、
煙

、

「

有

*
蒙

の

：作
業 

r 

‘ 

V

0
渙

隘

な
.：る
場
所
；

Q

作

業

：
'ホ
；、

，高

猶

度

又

杖#
媪

：度
:^
#

作

業: -
濕
.潤
め

：
場

所

に

於

る

作

業

り

.

Q

s

:

:

^

§

 

.
:
激
し
^
筋
：肉

勞

働

:

 ̂

 ̂

:

,

.C

四〕

：，
惡

氣

候

狀

態

の

下

：

^
行

は
.る

、
作

業 

(

五)

僻

地
^
於

，
る

作

業

，
：

、雄

一
:

の
不
快
な
る
作
業
の
內
、
不
潔
f

作
業
ヒ
は
例
，..へ.ば
.汽
嫌
內
部
の
»
除

作

蕾
 

，
一
t

一
 

t

牟
化
於
允
斯
る
作
業
^
は
、：
汽
罐
外
而
0
掃
除
^
比
し
て
ニ
時
間
六
片
の
割
增
が
支
給
さ
る
べ
さ
事
が
判
決
さ
れ

扣

本

：來
如
何
な
る.も

の
を
木
潔
々」

す
る
か
眞
k
不
明
確
で
あ
つv

、

不

潔

作

業

に

對

し

て

割

増

を

與

..ふ

る
.

•か
如
き
は 

不
滿
足
.な
る
方
.法
で
あ
る
。
此

«

»
は
裁
判
所
に
依
つ
て
認
め
ら
れ
て
居
る
け
れw

も
、

而

も

實

際

的

目

的

の

.爲
め 

卜

、
現
.在
不
潔
割
增
が
屢
々
判
決
中

^
規
定

3
れ
て
居
る
。
次

^
嫌
惡
す
べ
念
作
業

^
就
て
も
以
上

^
略

-
同
樣
な
事 

•か
云
は
れ

#
る
。
特
に
嫌
惡
，3
る
る
品
物
、
動
物
を
運
搬
す
る
|何
馬
取
夫
又
は
蓮
轉
手
の
作
業
の
如
さ
下
氷
掃
除
の 

如

，
其

例

で

あ

り

て

、

1

日
一
志
ょ

A
 
ニ
志
毕
の
割
增
を
支
輪
.
れ̂
る
。
塵
埃
、
煙
、
有
毒
氣
の
中
の
作
業
^
微
て 

は
、
前
|
1者
の
璩
合
同
爾

^
、
如
何
，な
.る
座
.埃
、
煙
、
有

«
氣
を
.以

て

如

何

な

る

割

增

金

額

を

算

出

す

べ

刍

か

の

乾 

間

は

顧

名

獅

決.困
難
ヤ
あ
.る
。
：
.又
他

方

纪

於
_て
は
斯
る
作
.業
、：
狀
態
は
、
取
締
^
依
つ
て
多
少
改
良
せ
ら
れ
得
る
が 

故
に
、：
極
め
て
' ®
k
し
が
割
增
賃
鈒
'?
:
支
給
せ
.ぬ
の

で

..
&
る

-.
0
.斯
く
し
て
鑄
型
エ
及
化
學
エ
揚
、
セ
メ
ン
ト
工
場
、
 

人
造
肥
料
，

H

場
等
に
働
く
機
械

.エ
等
の
割
增
賃
鈒
要
求
は
不
許
可
ど
な
々
、
•ゥ
ィ
ク
ト
リ
.ァ
州一

炭

坑

に

於

.る
露
天
掘 

の
坑
夫
R
對

し

て
は

、:

不
熟
練
勞
働
者
の
甚
本
賃
銀
ょ

: ^1,

日
八
片
多
く
支
給
さ
れ
.た
。
次
に
狹
隘
な
る
場
合
に
於 

:る
作
寒
に
.對

し

：
て

は

、
，
割

，
增

の

支

給

，

^
れ
る
場
合
が
多
.

S

.,
°.前
-
1者
ど
異

_ぅ
此
場
合
^
は
、
斯
る
特
辣
作
樂
環
境
を 

定
義

^
る
事
，信
容
為
で
あ
る
。
空
氣
の
流
通
惡
し
く
出
入
ロ
は
辛
ぅ
じ
て
身
を
入
る
、
次
足
る
穴
又
は
間

'隙
で
あ
A
 

內
部
の
廣

5
は

身

を

絕

え

ず

屈

，せ

じ

め

成

は

坐

せ

し

め

或

は

其

他

の

不

自

然

；な

る

*

®
に
て
作
*
す
る
を
佘
議
な
く 

さ
る
、
場
所
が
即
ち
狹
隘
な
る
場
，所
で
あ
る
。
而
し
て
斯
る
場
所
の
作
業
は
，ー
時
間
三
片
の
割
增
を
支
給
せ
ら
れ
る
。 

次
®
.高
温
度V

は」

般

R

•
氏

.一1

五
度
以
上
、
低
温
.

V

は

四
十
度
以
下.で
あ
る
.が
。

：パヮ

ー
ズ
判
事
は
割
增
の
支 

給

£

に
、
溫
度
：

I
1

五
度
以
上
零
度
以
下
の
場
谷
は
就
業
中
時
.々
休
息
を
な
す
事
を
强
制」

た
。
勿
論
此
.場
合
の 

,休
息
時
.間

に

對

し

，て

勞

働

者

は

：
賃

鈒

，
を

支

給

3
れ
.る
の
で
あ
る
ノ
而
し
て
斯
る
場
合
の
割
增
は
、

.一
般
に
.

I

時
間

.

一.

第
！

一

十
四• ：

卷

2.
六
八
五) 

'濠洲
に
.於
け
る
..貨

銀

統

制

 

' 

第

十

鉞1

五
七



激
ニ
十

21

卷

(
1

六

，

八

六

>

 

潦
！！

に
於
け
る
，賃
銀
統
制
 

第

十

越

1

五
八

片

乃

：
至

，

i

ハ
片
.で
‘あ
々
、
か

、
る
作
業
を
繼
續
す
る
時
間
の
長
く
な
る
^
從
ひ
て
率
を
高
く
す
る
場
合
も
あ
る
。
濕
澗 

な
る
作
樂
ど
は
、
，例
へ
ば
作
業
中
絕
え
ず
膝
ま
で
水
中
^
沒
す
る
場
合
の
如
さ
で
あ
つ
て
、
夫
々
の
產
寒
^
對
し
て 

ff
韻
濕
潤
な
る
場
所
を
定
義
す
る
事
は
此
較
的
容
易
で
あ
り
、.
從
づ
て
：か

、
る
割
增
が
判
決
^.
規
定
3
れ
て
&
る
事 

i
多
い
。
.殊
R
鑛
山
業
の
如
さ
^
於
て
斯
る
盤
潤
な
る
場
所
が
見
出
^
れ
る
の
で
あ
る
®

•■
;
.第
二
の
生
命
身
體
纪
危
險
あ
る
作
業
^
就
て
は
、
裁
判
所
は
割
增
賃
銀
の
親
定
を
其
判
決
中
^
含
め
る
事
を
拒
絕 

ヤ
る
0
.で
泰
る
0
其
理
由
は
ゥ
エ
ッ
ブ
判
事
の
述
ぶ
る
所
火
從
へ
ば
ぺ
一〕

勢
働
者
を
其
就
業
上
.の

危

，
險

纪

對

し

.て

保
 

凝
す
‘る
事
は
、
本
浓
；伸
裁
裁
判
所
の
任
務
で
は
な
く
、：
他
の
勞
働
者
保
.護
法
の
任
務
で
あ
る
。(

一1 〕

賃
銀
を
增
す
ど 

も
傭
る
兑
偷
卞
對
し
.て
勞
働
者
を
保
護
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。

.#
!
]增
賃
銀
は
傷
害
を
受
け
て
職
を
離
れ
て
房
る
、
 

勞
働
哮
R

;i
f
し
て
は
.何
の
用
を
も
な
さ
な
い
。
0

.5
如
何
に
高
さ
報
酬
?:
拂
ふ

^
も
«
主
が
勞
働
者
を
危
險
作
業
れ 

從

事

せ

し

，む

る

事

を

裁

判

所

は

許

3
な
い
の
で
あ
る
。
危
險
作
業
の
主
苽
る
も
の
は
高
所
作
業
で
あ
つ
て
、

一
九
ニ 

v
!¥
建
' ®
業
に
於
る
高
所
作
業
妃
對
し
勞
働
組
合
は一
.週
五
志
乃
至
.一
一
〇
志
の
'劇
增
を
要
求
む
た
が
許
3
れ
な
.か
>

^

1

连

霞

蕾

¥

は
|

ニ 

g

以
上
の
S

■

證

等

2

1

擎

る
？

き

。
：

第
三
^
激
し
さ
筋
肉
勞
働
.ど
看
做
3
る

、
も
の
に
對
す
る
割
增
の
'要
求
も
裁
判
所
は
之
を
許
3
な
いo

圯
處
に
敫 

し
3
.筋
肉
勞
働
ど
云
ふ
は
、
作
業
の
性
質
上
常
住
的
に
大
な
る
體
カ
を
要
し
且
._つ
所
謂
熟
練
作
業
の
部
類
に
屬
せ
し 

む

べ

：&

何

等

か0
要
素
を
布
す
る
も
の
例
へ
ば
火
夫
の
作
業
.の
如
き
ど
異
6
、

.
1時
的
に
特
に
激
し
$
筋
肉
努
働
を 

な
.す

'.
©

合

例

へ

ば

埤

頭

勞

働

者

が

貨

物

の

性

質

^
依
6
て
時

^
特

R
激
し
さ
筋
肉
勞
働

?:
な
す
が
如 

> 場
合
若
し
く 

は
«
往

怕

な

，
れ̂
も
全
く
不
熟
：練
作
業
ど
懿
め
ら
れ
て
補
足
賃
鈒
を
支
拂
は
れ
ざ
る
も
の
を

云
ふ

の
で
あ
る
。
併
乍

ら
裁
判
所
は
斯
る
勞
働
R
對
し—

て
實
際
上
割
增
额
を
決
定
す
る
事
殆\

レ
不
可
能
な
る
，か
爲
め
>•:

又
或
程
度
爻
で
は
作 

業

，
の

雛

易

は

仕

事

2
量
に
現
れ
、賃
鈒
率
を
調
節
す
る
事
な
く
し
て
勞
働
報
酬
は
自
働
的
^
調
節
^
.る
、
が
爲
め
k
、
 

通
常
割
增
支
給
.の
要
求
を
許
^
な
い
の
で
あ
る
。
唯
例
外
的
に
.特
^
困
雛
な
る
環
境
の
下
^
斯
る
作
業
を
な
す
場
合 

K
對
し
て
.の
み
許
し
て
居
る
。
例
へ
ば
。
：ビ
ィ
ビ
ィ
判
事
•か

1

九
ニ
八
年
^
於
て
裼
炭
採
掘
並
^
露
天
掘
の
勞
働
者
ド 

對
し
て1

日
六
片
乃
至
一
志
三
片
の
割
增
を
許
し
た
，が
如
さ
で
あ
る
。
裁
判
所
は
右
の
如
く
割
增
制
度
を
普
®

-^
^] 

ひ
ぎ
.
補̂
足
手
段
ビ

し
て
.、
勞
働
考
の
取
极
ふ
物
の
重
量
を
制
'限
す
る
.の
で
あ
る
.。
即
ち
.埠
頭
勞
働
者
、
荷
«
屯
夹
：；
 

運
.轉
手

等

の

運

搬.す
a
貨

泐1

個
k
就

.さ.

て
.

の
重
量
最
大
限
?:
定

む

，
る

が

如

さ

、

■
又

建

築

業

勞

働'者

がj

五

吹

以

上. 

の
.高

所e

媒

瓦

を

搬

ぶ

：場

合
.：

一

囘
k
就
^
煉

瓦j

〇
.個
以
.上
?:
搬
.ば
し
む
る
事
を
許
さ
ざ
.る
が

如

さ

で

，あ

る
。

.

.

次
^
勞
働
者
が
要
求
す
る
割
增
は
惡
氣
候
の
下
の
作
業
に
對
す
る
も
の
'で

あ

る

。

：

ヒ
：ギ
：
ン
ズ.判
事
に
不
快
な
'る
：：作
：：
 

業
等
^
對
し
て
も一

般
^
割
增
を
許
さ
ざ
る
方
針
で
あ
づ
た
が
、

一

九

1
1
0年
二 

r
«
サ
ゥ
ス
♦
ゥ
ヱ
ー
ル
ズ
州
の
ブ 

デ
1
グ
レ
f
ヒ
ル
^
於
る
勞
働
者
が
該
地
方
の
惡
氣
候
に
對
む
て
割
增
を
要
求
せ
る
ネ
許
^
ず
、一.

九
：1
A年
に
熱
帶 

地
方
^
あ
る
船
員
^
對
す
る
割
增
の
要
求
あ
$
し
本
許
^
な
.か
つ
た
0
同

判

事

は

；、

前

者

の

揚

合

^
は

斯
'る

割

增

：
は

.： 

勞
資
間
の
：自
由
契
約
に
委
す
べ
さ
も
のv

し
.、
後
者
の
場
合
に
は
熱
帶
圈
內
^
働
く
せ
熱
帶
附
近
化
働
ズ
ミ
大
差
な: 

い
が
故
^
斯
る
割
增
は
實
際
上
決
定
困
雛
で
あ
る
^
し
た
。

一

九
ニ
四
年
ゥ
ユ
ッ
ブ
判
事
は
、
タ
ス
マ
二
ァ
西
海
岸
の 

ク
ィ
ー
ン
ス
タ
ゥ
シ
^
對
し
一
週
五
志
‘の
割
增
?:
許
し
た
。
但
し
夫
は
實
際
^
於
て
從
來
支
給
5
れ

て

來

た

；
も

の

.
で

あ 

0

 ̂

0
, 

- 

, 

.

. 

. 

. 

_

’

■

-最
後
忆
僻
地
^
於

て

な

^

る

 

>作
業
|(
:
對
し
て
は
、
斯
る
孤
立
め
地
方
に
留
ま
る
事
に
報
ゆ
る
が
爲
め
割
增
の
與

第11

十

西

卷

(
1

六
八
七
：

> 

濠
洲
に
於
：け
る
賃
銀
統
制
，
 

笫
十
雜
一
五
.
九



>t
'第

卷

へ

s
.六：：

八
.

o

 

' 

V
.濠#
校
於
：f

:
銀
：翁
 

. 

,
坑

十

披

」

六
.
0

.翁

；る
：ベ
^

#

:は
土
般
紀
認
あ
ら
れ
て
居
る
'

^
’：實

際

化

斯
^

割
增
.が
與
へ
务
る
、
事
は
稀
：で
あ
る
.
0 

'
夫
は
前
述
0 

:如
：::
:
<
'地
方
別
紀
某
本
賃
銀
：を
調
節
ず
る
場
合
^

於
て
、
裁
判
所
は
.旣
に
.ll
f
c
'
gを
考
慮
し
て
あ
る
が
故
で
あ
る
。

一
九 

,ニ
五
年
^

パ
.
ヮ
|

ズ
.判
事
は
；|
|ュ|
0
.サ
ゥ
.ス
.
ゥ
ュ
ー
ル
ズ
州
ソ
.ス
.■ゴ
.
.
.
I
JC
*

じ
て
辦
る
.根
據
^

依
^

て
ー
逾
七
志
の 

■割
增
モ
與((

へ
技
-0
論
 

；

：
.

-

V

^

 

:

-:
v
:

';
:::
:
#竦
f

業
：.又
：ば
：作

業

瑗

境
R
對
し
て
支
給
^

る
.4 

判
決
^
は 

ー»
例
斯
る
«
增

：
：
は

本

貨

鐵

^
同

額

以

上̂

資

で

累

加

す

る

事

を

得

ざ

る

：：の

>規
定
が
あ
^
;。
、又
或
場
合
.に
：は

數

種

011
J 

增
•の
.適
用
^
る

、
が
如
»:
作
業
の
®
合
R
て
ネ：. 一:.:

種
の
割
增
の
み
支
給
す

,§
.事
が
規
®

3
れ
て
居
る
揚
.合
.名
あ
'る

o
 

一：：：：：.
.

”

:

.

■婦

人

勞

働

者.

E

關

す

る

第

一

一: の

問

題

は

、
、
男

女

勞

働

者

間

.の
賃

銀

平

：等

の

間

題

で

あ

.る
。
.濠

洲̂
於

け

：：る

賃

鈒

銃 

制

の
*
も
重
要
な
る
指
導
原
理
'が
、
2|
本
賃

«.
を
以
て
勞
働
者
、の
生
活
.費
を
償
.ふ
^
足
る
額
^
定
む
る
事
で
あ
る
以 

:上
％

マ
#
女
間
の
賃
鈒
平
擎
は
有
々
得
べ
か
ら
ざ
.る
事

で

あ

る

：。
.
何
^
な
：：れ

ば

、

劣

子

は

一:

般
に
家
族
を
扶
養
す
る 

奢

で

ぁ

客

皮

し

、
婦
人
は.1

般

鏡

立

じ

て

生

計

を

.營
む
者
で
は
な
：：

S

か
ら
で
あ
..る
o 

九

I

一
一
：
年

始

：
め

て

聯

邦
 

:
_裁
判
所
に
與
女
間
の
賃
銀
の
平
等
が
耍
求
3
れ
た
.る
^
際

し

ヒ

ギ

ン

ズ

判

事

，が

判

.決
を
卞
し
た
が
、
此
判
決
は
爾
後 

載
判
所
の
方
針
を
决
定
ず
る
も
のV 」

な
つ
た
。
之
に
從
へ
ば
一
般
け
^
子
の
作
業
ヾ」

^
め
ら

0
、
も
の
例
.へ
ば
裁
縫 

■業
0'
,毛
皮
裁
斷
"男
子
服
ブ
レ
ッ
.
.シ
ン
グ
等
^
於
て
は
、
婦
人
は
男
子
^
同
率
の
賃
鈒
を
得
、：
.ー
般
k
婦
人
の
作
業

 ̂

，認
め
ら
る 
>
も
の
例
へ
ば
婦
人
服
ブ
レ
ッ
シ
ン
グ
冼
灌
女
の
作
業
等
に
於
て
，は
婦
人
、の
■貴
銀
：を
#
る
の
で
あ
る
。
ア 

ジ
で
ダ
ズ
^
成

に

從

へ

ば

、
赁

鈒

が

1
世
帶
の
必
要
.费
を
_

礎

<
せ
ず
各
個
：人
：の
必
宴
費
を
栽

I

I

\
か

，
：
或

は

賃

銀

が

勞

働

價

値

を

基

礎

ビ

.じ

.て

.裁
定

せ
.S
る

か
ft
非

：

W

れ

ば

、

現

在

：の
.如

さ

不

平

等

は

徹

廢

不

可

能

で
あ
る
。
：
.
;.' 

V 

. 

■
■ 

. 

,
:
.
. 

'
 
.
 

:

聯
邦
裁
判
所
各
州
裁
判
所
共
ヒ
生
活
賃
_銀
の
原
則
を
婦
人
.勞
働
者
^
も

適

用

し

、
其

の

甚

本

賃

鈒

を

定

：め

セ

居

る

9 

即
ち
婦
人
.勞
働
者
の
基
本
賃
銀
は
、
家
族
を
離
れ
獨
立
し
て
生
活
す
る

婦
人
の
生
.活
費
を
以
て
定
め
た
る
も
の
で
あ 

つ
，て
、
男
子
の
場
合
同
樣
最
下
級
婦
人
勞
働
者
^
對
す
る
生
活
.の
公

正

な

る

安

慰

標

準

^
對

す

る

も

の

即

ち

斯

る

勞 

働
者
の
疋
常
^
し
て
合
理
的
な
る
必
要
物
を
支
給
す
る
^
足
る
も
の
で
あ
る
。

ヒ
ギX

ズ
判
事
は一

九

'I

九
年
^
於 

て
婦
人
勞
働
者g

趣
本
賃
銀
！

週
.三
2£
志
即
ち
當
時
の
：男
子
の
.基
本
實
鈒
六
五
志
..の
：
五

四

鉍

妃

裁

定

し

た

、
。

之

ょ
 

み

先

.
；

T

九

4

A
年

に

：ナ
ウ
'
ス
•
オ
ー
ス
.
ト

ラ

リ

ア

州

裁

判

所

の

：ブ

ラ

ウ

シ

判

事

J
e
t
h
s

 B
r
o
w
n

は
、
.男
子
の
®
本
賃 

銀
Q
へ
迦
3£
七
志
.六
片)

の
四
八
％(

ニ
七
志
六
片)

を
以
て
婦
人
菡
本
賃
銀
?£
:
定

め

て

居

る

。
.
ー

九

ニ

八

年

に

聯

邦

裁 

判
所
の
ド
レ
ェ
キ
.丨
ダ
ロ
ッ
.ク
.：マ.

) シ
：，

判
事
' E. 

A
.

. 

D
r
a
k
e
-
B
r
o
c
k
m
a
n

へ
は
愼
重
，な
る
調
®
の
結
果
、
裁
縫
業
婦
人
勞
働

考
基
本
賃
銀

^
男
子(

四
磅
九
.赛
>の
五
五
*
.六
务
0
1磅
九
志
六
片

>
,に
決
定
し
た
。
.其
裁
定
茶
礎
た
る
生
：活
費
內
容 

は

-
年

^ -
#
左

の

如

く

^
あ
る,0
. :
.
,
:
.
''
:• 

: 

.
:

ジ 其 衣 下  
时 的 服 宿  
出 他 費 費

連难.シ仕.'パ 
動取類立ハ 

, 娛ー m  
樂新徽を■"： 
、聞 、含 " 

'ぐ敎'、石む
P 鹼ノ 

、又 
齒手 

善勞磨提> ' .
■ 働等袋 
体組を、
日合もつ’
遊 、含夕 
樂社む,ッ 
等交

« ^  *. — r 氣

ニ 九 K 五镑 

ニ 〇 ニ 〇志 

八 八 〇 〇片

而

^
で

同

判

事

は

裁

鏠

業

婦

人

勞

働

者

は

種

々

な

る

：原

囡

ょ

：々

平

均

_
|
:
年
^
付

$
^

锻
_
u+-
i
r卷

(

r
ハ
八
九)

滚
洲
に
於
け
る
賃
銀
統
制 

第
卜
號
，

ニ
ニ



第

ご

十

四

卷

2

六
九
0)

滚
洲
に
於
け
る
賃
銀
統
制 

，
第

十

號

一

六

ニ

之

斯
く
しv

右
年
額一:1

三

@
1

ニ
志
八
片
を
四
九
•五C

見
積
勞
働
週
閭
數)

を

以

‘て

除

し

週

基

本

賃

銀

ニ

磅

九 

志
六
片
を
算
出
し
た
の
で
あ
る
。

又
婦
人
勞
働
者
は
男
子
の
場
合
ど
同
樣
^
、
基
本
賃
銀
以
上
補
足
賃
銀
を
支
給
3
れ
る
の
で
あ
る
が
、
其
額
は
男 

•子
に
比
し
て
遙
化
小
で
あ
る
。例
：
.へ.ば
栽
縫
業
：に
於
る
劣
子
補
足
賃
鈒
がI

週，一

八
志
乃
至

二
八
志
で
あ
る
に
對
し
、
 

婦
人
補
足
賃
銀
は
五
志
乃
至
一
〇
志
六
片
で
あ
る
。

次
^
未
成
年
勞
働
者
^
就
て
略
述
す
れ
ば
、
す
べ
て
滿
ー
ニ
才
以
下
の
男
女
察
働
者
は
未
成
年
勞
働
者Junior 

w
o
r
k
e
r
s

^
.稱
せ
ら
れ
：る
が
通
例
斯
る
未
成
年
勞
働
者
は
页
に
三
種
類
.
分̂
類
せ
&
れ
る
。
即
ち
徙
弟Apprentices 

見

習I
m
p
r
o
v
e
r
s

不
熟
練
未
成
年
勞
働
者Juvenile

. 

w
o
r
k
e
r
s

ど

で

あ

る

，。

第

「

は

ー

定

期

間

に

對

し

徒

弟

契

^

を 

結

び

徒

弟

^

し

て

修

業

す
る
も
の
、
第
ニ
は
斯
る
契
約
を
せ
ず
し
て
修
業
し
0

>
あ
る
も
の
、
第
三

は一

般
k
不
熟 

練
又
は
半
熟
練
作
業
^
從
事
す
る
未
成
年
勞
働
：者
で
あ
：る
。
，徒
弟
^
對
じ
.て
は
聯
邦
裁
判
所
は
徙
弟
制
度
獎
勵
.の
爲 

め
、
或
は
特
定
職
業
化
限
っ
て
見
習
'又
は
.未
成
年
不
熟
練
勞
働
考
の
使
用
?:
禁
中
^
徒
弟
制
度
强
制
の
判
決
?:
下
し
、
 

或
は
一
產
業
又
は
一
產
業
部
門
の
徒
弟
數
を
制
限
し
或
は
其
夜
業
を
防
止
し
或
は
其
修
業
方
法
を
規
定
す
る
等
、
多 

大
の
關
心
を
示
し
て
居
る
。併
し
徒
弟
.の
賃
銀
化
就
て
は
何
等
據
る
.べ
き
標
準
な
く
各
產
業
^
於
て
異
0
_て
居
る
。
見 

習
及
不
熟
練
未
成
年
勞
働
者
は
當
然
種
々
な
る
點
妃
於
て
差
別
待
遇
を
受
け
て
居
る
。
例
：：へ
ば
石
エ
^
對
す
る
一
九 

ニ
五
年
の
判
決
^
於
て
は
、徙
弟
は
石
エ
三
人
又
.は
三

人

：未

滿

每

に

一

人

採

用

3
れ

る

が

、
見

習

は

石

エ

.八

人

又

は

八 

人
未
滿
に
就
て
/1

人
猓
用
^
る
、
R
過
ぎ
ぬ
。
併
し
賃
銀
は
、
徒
弟
が
位
地
の
安
定
、
ょ
々
好
き
修
業
の
機
會
等
5:
與 

へ
ら
れ
て
居
，る
R-
反
し
、見
習
ェ
，は
斯
る利
益
を
享
受
せ
ね
が
故
^
徒

弟

<3
:
-^-
^

:比
.較
的
^
高

：き

賃

鈒

を

得.て'居
..る
0

併
し
此
揚
合
^
於
て
ネ
賃
鈒
率
^
就
て
は
何
等
統
-
が
な
い
ら
最
後
化
本
熟
練
又
は
华
熟
練
勞
働
ド
從

'

年
.者

は
、
成
年
勞
働
者
の
利
益
擁
護
其
他
の
立
場
ょ
6
差
別
待
遇
.を
受
け
て
居
る

o 
.即
JL
習
エ
の
場
合
PJ
«

^

#勞
.

働
者
數
に
對
す
る
割
合
の
^

®

k依
"つ
て
も
其
就
業
を
制
限
さ
.れ
て
M
る
が
、
M 

R
例
.へ
ば
有
毒
物
?:
使
用
す
る
_

'

謨
製
品
'の
製
造
仕
上
、
包
裝
の
如
さ
少
年
に
不
逾
當
な
る
も
の
ど
認
怂
&
る
：、
作
業
、
電
信
電
話
業
に
於
て1.

六
才

乃
至1

一
一
.才
の

靑

年

を

！！

i

線H

夫
助
手
ど
し
て
用
ふ
る
場
合
の
如
く
他
作
業

^
.要
す
る
體
カ
、
判
.斷
カ

、
，
又
は
此
作

業

^
伴
ふ
責
任
等
ょ
み
見
て
靑
少
年
?:
使
用
す
る
は
社
會
，の
.利
益
に
反
す
る
も
：の
ビ
看
做
さ
る
、
作
業
、

,l
g
造
業
の

諸

作

業

の

如

ぐ

少^-
の

德

性

を

破

壊

す

る

虞

あ

る

作

業

等

に

於

て

は
、、
未
成
年
者
使
用
を
禁
じ
又
は
^

成
年
者
り
賃

鈒
，率
以
上
.か
或
は
成
年
^
女
ど
同
率
の
貨
鈒
を
支
拂
ひ
を
强
制
し
て
居
る
o
斯
の
如
.
$場
.合
を
除
く
の
他
木
熟
㈱
ま

成

雄

勞

働

者

の

賃•銀
は
通
例
年
齡

R
應
じ
て
定
め
ら
れ
稀

^
經
驗
の
多
寡

^
依
つV

定
め
ら
れ
て
居
々
、
徙
弟
の
貨

銀

f

ば

1

般
に
高
率
で
あ
る
。
以
上
三
種
の
未
成
年
勞
働
者
の
孰
れ
に
於
て
も

.、
：各
產
業

^
依
つ
て
著
し

S
貨
鈒

率
.の
相
違
が
あ
々
、
此
事
實
は
裁
判
所
が
未
成
年
勞
働
者
の
貨
鈒
決
定

k
何
等
の
原
則
を
有
せ
ざ
る
事
を
物
語
，る
も 

の
で
あ
ら
^
。

八
、

結
果
に
應
ず
る
賃
銀
支
給
制
度

出
來
高
賃
銀
制
、
課
程
賃
銀
制
、
賞
與
賃
鈒
制
等
す
、ベ
て
作
業
の「

結
舉
^
依
る
賃
鈒
支
給
制」

^
 

results 

.の
使
.用

は

、
，勞

働

組

合

の

强

硬

紀

反

對

す

.る

.所
で

あ
>
、
歷

主

侧

は

：之

に

反

し

：て

熱

心

^
希
望
す
る
所
で
あ 

る
。
仂
裁
裁
.判
所
は
.此
間
^
介
在
し
て
如
何
な
る
態
度
5:
示
し
て
&
る
か
2:
;
見
や
^
。
.
 ヾ

先

ヾ

つ

勞

働

組

合

侧

の

主

な

.る

反

對

理

由5:
'
見

る

^
.
、

ァ

ン

ダ

 

>
ジ
氏
の
..要
約
す
る
所
^
從
へ
ば
略
次
の
如
く
で
あ

第
二
十
四
卷(

一

六
九
.
.
I
V
療
洲
に
於
け
る
賃
級
統
制 

第

十

號

r
ハ
三



第
！
 r

十
四
後
:'(

！
六
：九
1
1
)

.濠洲る賃银綈制

’ 

第十绒

.
1

.

六西

る

,̂
2

_
儆
^:
办
*
慾
心
5:
'
-刺
鞔
3

>:'
-
:私
利

め

：追

求

に#
働

者

階

級

：全

體̂

康
5:
'
龜
b

ル
本
$

收
^ :
の
#

大
?:
:
奸
&.
じ
ぢ
^

に
_

る
6

:

,

0

ー)

賃
銀
®

優

秀

な

：；

0

勞
働
者
を
標
準
ど
し
て
設
立 

せ
ら
る
>
が
故
^'
、.

'

,

1

破

一

勞

働

者

ぼ
#

實
上
邂
度
の
勞
働
を
强
：.ひ
^

れ
る
>

s

(

I

a

起
レ
、
^ :
志

^

|

ヒ̂
破
墩
す
^
ャ(

四

«:
鈒
率
办
切
下

^
依

0!
て

勞

働

能

率^
比
し
賃
：銀
率
が
漸
次
低
下
す
る
。：
 

(

五)

生
產
量
を
增
さ
ん
，が
爲
め
.ー
に
赏
を
低
下
せ
じ
.め
^

(

六)

個
々
勞
働
者
の
生
產
量
增
加
の
爲
め
失
業
が
生
ず
る
。 

(

七)

歷
主
雇
人
間

^
個
人
的
交
渉
を
獎
勵
す
る
結
果
、/

」

な
办
、勞
働
組
合
運
動
を
阻
害
す
る
バ
八〕

產
業
の
社
會
化

 ̂

依
つ
，セ
の
み
贫
現
さ

.
1
<
&
务
鐵

#
の
解
放
を

-
層

_
難
な
ら
じ
む
る
"
'過
去
'に
於
^ :
は
、「

^

狐
し
ゆ
以
上
の
如
&

_害
が
賢
现

3
« 1
た
事
は
否
_み
雛
い
"併
乍
ら
ヒ
ギ
ゾ
ズ
.、
パ
ヮ
|

.

5ィ
ビ
ィ
等
の
判
事
に
從
べ 

«
":
:
幕
等

0 :
弊
害
ば
結
果
纪
應
ず
る
賃

< »
支
給
制

^
本
質
的
办
欠
陷
ょ

6
出
ダ
る
も

.の

.で
は
な
い
。

從

づ

て
將
來
は 

其
運
用

0 '
.如
^

^

^

^

¥
必
.
.ず
し

も

以

上.の
如
き
弊
害
5 :
生
.ず
5:
ど
は
限
ら
な

^
の
ヤ
あ
る(

。
而
し
て
す
べ
て
の
判 

泰
達

_
、當
！

t

の
縱
.
下
记
ぁ
る
'出
來
高
拂
鸷
銀
制
は
現
在
に
於
て
も
斯
る
弊
害

5 :
伴
は
ず
、
而
も
生
產
量
の
增
加
ど 

4
に
紙
働
歡
入
吹
增
加
、勞
働
時
間
の
短

»
等
、.此
賃
鈒
制
の
'長
所
を
發
攆
し
つ
、
あ
-る
も
、の
^
認
め
て
®
る
。
勞
働 

«
合

0;
失
業

^
對

す

- ;
危

» -
は
、
.生
產
化
使
用
牝
ら
る
、
'勞
働

量

が

常.に
固
定
せ
る
％
の
ヒ
す
る
謬
見
に
茈
く
も
の 

冬
じ
て
否
« ,

;
さ
れ
、
觅
に
.ハ
フ
ー

ズ
.判
事
の
如
き
.は
、
濠
洲
が
工
業
國
ビ
じ
て
#
達
し
得
る

p i
一.の
機
會
は
先
進
諸
國
：
 

^
範
.ね
収
づ
て
出
來
高
拂
賃
銀
制
.を
採
用
す
る
事

^
# -
し
、
.此
採
用
は
全
國
を
通
じ
て
勞
働
者
に
大
な
る
利
益
を
齎

' 

す
1
.の
で
あ
る
€
ま

セ

論

じ

て

居

る

、
>
又
ビ
ィ
ビ
ィ
判
事
の
如
き
は
、1
九
ニ
七
年

0
機
械
.エ

及

鐵

エ

に

對

す

厶

判

決

に 

於

ぜ
1|«
;
來
氟
拂
赏
鈒
制
0'
採
用
を
命
じ
た
る
の
な
ら
ず
、
同
時
，に
同
判
決
，の
効
カ
發
生
六
ヶ
.月
以
後
に
於
て
は
、

，

,
•'
'
-
1
結
*

k
應
ず
る
賃
鈒
支
拂
制
の
如
何
な
る
紐
織
的
禁
it
も
判
決
違
反
ど
看
做
3
る
ベ
.し」

す
ら
規
定
し
た
の
で
あ 

::

る
。
此
規
定
は
實
質
R
於
て
勞
働
紐
'合
に
斯
る
貨
鈒
制
の
承
認
を
强
制
す
る
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
、
當
然
の
結
果V 」 

し
て
勞
働
組
合
の
猛
烈
な
る
反
對
運
動
を
招
致
し
た
パ
而
し
て
勞
働
組
合
は
遂
に
最
後
ま
で
此
判
決
に
反
對
運
動
を 

S
け
'
,吞
在
は
事
：̂

.-
[
此
步
沒
を
葬
6
去

つ

た

狀

態

.^
あ
る
。
明
か
に
今
日
^
於
て
は
如
何
な
る
權
カ
^
雖
も
、
勞 

.働
組
合
の
斯
る
强
硬
の
反
對
を
打
破
し
て
出
來
高
拂
賃
鈒
制
を
.强
制
し
得
^
程
の
.强
カ
.の
も
の
は
な
い

の

で

あ
る
。

-
.
.
聯
邦
裁
判
所

^
依
つ
て
決
定
^
:
る 

> 出
來
高：

柳
賃
銀
は
、
平
均
能
力
の
.
.勞
働
者

•か
最
低
賃
鈒
制
の
下
に
於
る
ょ

6 

其.
1

,

だ
付
多
'く
の
收
入
を
受
け
得
名
や
ぅ
ゼ
決
定

3
る
ー
>

? :
常
ど
す
る

0 

■
裁
判
所
は
勞
働

■者
.か
最
低
賃
鈒
制
の 

.
:
,
下

^
於
て
受
く
る
额
を
保
證
し
、
且
つ
之
^
出
來
高
挪
賃
鈒
制

^
依

る

能

率

增

加

を

考

慮

し

て

右

の

一

〇

^
.
を
加
算 

す
.る
：も
の
で
あ
る
。
併
し
最
低
賃
鈒
決
定
の
際
は
卒
均
勞
働
者
の

1 £
,常
な
る
.作
業
狀
態
に
於
る
，產
額
を
考
慮
す
れ
ば 

■足
ぅ
る
が
、
出
來
高
賃
鈒
決
定

^
際
し
て
.：は
、

作

業

そ

の

物

の

性®
及
作
業
狀
態

R
關
し
て
も
精
密
な
る
知
識
を
有 

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勞
働
者
の
能
率
は
其
作
業
狀
態
の
如
何
に
依
つ
て
大
な
る
影

.響
を
受
く
る
が
故
で
あ
る
。
從
つ
て 

1

產
業
全
：體

^

»し
て
均
一
の
賃
鈒
率

? :
課
す

■る
が
如
さ
.は
不
合
理
で
あ
.々
、；一

產

葉

に

對

し

.て

も

多
數
の
賃
銀
率 

•が
欢

定
^
れ

ね

ば

な

ら

な.ぃ
。
，栽

判

所

は

斯

の

：如

さ

仕

事

に

對

し

.必
嬰

な

る

知»
も

有

せ

ず
”
且

:0
.時
間

.：の
佘
裕
を 

も
有

せ
.ざ
る
.が
故
に
、
.：通
例
.斯

る

：賃

鈒

率決
定
?:
ば
當
事
者
間

の

会 

其
實
施
の

»

»

.̂甞
名
^
留
ま
る 

,の
，で
あ
る
。
而

し

卞

當

事

者

間

に

て
.決
定
困
雛
の
.場
合

^
■«
、其

判
決
k

規
定

^
れ
れ
諮
間
局
；Bo

a
r
d
.
.

 
Q
f 

.め
裁
定
杈
從
^
の
^
あ
る
。
併
しK

.
X

 V

ス
ン
氏
：
K
依
れ
ぼ
、
以
上
め
：如
.ず

1
:產
_

た

轉j
:  Q

出
來
：萵
：
狒
贊
銀
率
が 

裁
觉
3
:6
.、
事
の
不
合
理
^
る
吡
拘
ら
ず
、
實
際
0

は】

。産
業
均」

.

.め
«
銀
率
が
多
く
の
判
決
^
依
ー
つH

採
用
さ
れ

笫
ニ
：十

四

卷

：

C
1

六
九

.：
，

H
.
D

濠

洲

に

於

け

る

賃

.銀

統

制

 

、
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オ

披
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六
九
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四
> 

濠
洲
に
於
：け
る
'貨
飯
練
制
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第十號，

ニ六'
六

イ
居
る
の
は
注
意
を
宴
す
.る
。
.而
し
て
又
.ァ
シ
ダ
：ス
'

V

氏
は
、
"出
來

高

拂

賃

鈒

制

に

大

な

る

_

待

?:
遍
.く
.る

も

め
、 

如
く
、■.
次
.の
.：如
&
意
見
を
.述
べ「

て
.居
る
。
即
ち
同
氏
^
從

へ
ば
、
^

邦
裁
^

所
も
#

の
^

#

5
る
審
判
機
關
も
出
摩 

高
拂
貨
鈒
率
の
裁
定
を
行
^

ベ
さ
で
な
く
、
.唯
其
實
施
を
監
督
し
又
賃
鈒
算
出
の
甚
礎
を
定
む
る
の
み
^

其
任
務
を 

限
る
ベ
さ
で
あ
る
'。

又

裁

判

所

は

特

定

の

出

來

，高

賃

鈒

率

の

下

.に
あ
，
る

勞

働

者

中

1.:

定
：の

割

合

例

べ

ば

六

六
^
が
，
、 

最
低
貨
齦
ょ

ク
一
〇
务
多
く
を
稼
ぎ
#
な
い
時
は
其
賃
率
を
餘
6

k
低
き
^
のVJ

認
め

る
。
'出
來
高
拂
制
採
用
：.の
結
果
能
率
低
さH

場
は
忽
ち
競
爭
に
.敗
る
：>
が

故

に

、
皆

爭

：つ
て
，エ

場

設

備

を

改

善

し

能

' 

率

を
^
如

せ

し

，め

其

結

果

，生

產

费

は

低

下

し

價

格

は

U
下
げ
ら
れ
、
需
要
に

41
1

#
性
あ
る
則
貨
k
»
•し
て
は
需
要
. 

は」

增

加

し

，

結

腐

產

業
^
從
亊
す
る
者
全
般
^
大
攻
る
利
益
ビ
な
：る
ビ
說
^

^
居
：る
。

出
來
高
拂
賃
銀
に
關
す
る
最
.近
の
判
決
た
る
ド
レ
ー
キ
，ブ
ロ
：ッ
ク
マ
ン
_
事
の
裁
縫
業

^
對
す
る

.一

.九
ー
1
A年
の 

判
淡
に
從
へ
ば、

貨
.銀
率
は
次
の
如
く
し
て
‘決
定
さ
れ
る
。
即
ぢC

1  

>同
一

作

業

ミ

な

す

勞

働

者

：が
一
ー
〇
入
&

卞
の 

時

は
1
此
ー一 O

人

中

ょ

り

此1

1

0
人

{ C
依
ぅ
て
■

.

ば

れ

た
る

一
入
ど
旅
主
又
は
其
代
表
.者
ゴ

の
合
議
を
S

て
決
定
す 

る
。'
.

(

ニ)

勞
働
漭
が
ニ
〇
人
又
は
其
以
上
の
時
は
前
同
樣

^
し
て
選
ば
れ
た

0
:ー1人
<
歷
主
：叉 

議
に
依

6
決
定
さ
れ
る
。
賃
率

R
關

T
る
爭
議
は
、
諮
問
局
の
裁
决
：に
從
ふ
。
又
同
.

」

'勞
：働

組

合

員

が

一

エ

場

に

五 

0
人
以
上
使
用

3
る

、
場
合
又
.は
其
工
場
勞
働
者
.の
三
分
の
一
を
占
む
る
場
合
は
、
前
記
合
議
汶
際
し
歷
人
侧
代
表 

者

中一

人
以
上
は
其
エ
場

R 
.て
其
問
題
の
，作
業

k
從
事
す
る
勞
働
組
合
員
な
る
事
を
要
す
る
。
併
し
.雇
主
«

は
斯
.の 

如
&
賃
銀
決
定
法
は
非
實
際
的
で
あ
る
ど
主
張
す
る
。
何
ど
な
れ
ば
出
來
高
拂
賃
銀
決
定
は「

科
學」

で
あ
つ
て
、
事 

W
家
な
ら
ざ
る
潰
ど
の
合
議
に
侬
つ
て
之
を
行
ふ
辦
は
極
め
て
不
適
當
で
あ
る
' 

v
j

云
ふ
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
從
來

[

出
來
高
拂
賃
銀
制
を
採
用
し
居
た
るH

場
の
大
部
分
•か
、
前
記
判
.決
あ
6
て
ょ
6
四
ヶ
月
以
内
^
時
間
給
制
に
移
っ 

た
^
稱
せ
ら
れ
る
。
 

.

九
、
雇
傭
制
度
i
賃
銀
率

每
日
又
は
侮
時
^

對
し
て
雇
傭
3

れ
從
っ
て
貨
鈒
を
每
日
又
は
每
時
R

對
し
て
支
給
^

れ
る
勞
働
者
は
、國
祭
日
、
 

其
他
の
休
日
、
病
氣
其
他
の
现
由
化
て
休
業
し
た
る
場
合
は
收
入
を
失
ふ
し
、
且
つ
解
雇
も
何
等
の
豫
吿
?:
必
要
ど 

せ
ず
即
座
纪
行
は
れ
る
か
ら
、
每
週
R
對
し
て
屜
傭
3

れ
從
つ
て
每
週
^

對
し
て
«
鈒
を
支
給
せ
ら
る 

>
勞
働
者
に 

比
し
、
大
い
^

不
利
益
の
立
場
^

あ
る
。
故
^

勞
働
龃
合
は
斯
の
如
&

時
間
又
は
日
歷
傭
制
^

代
ふ
る
^
週
歷
傭
を 

以
て
す
る
事
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。

ン
最
初
聯
邦
裁
判
所
の
判
決
^
之
^
關
す
る
條
項
が
現
れ
扛
の
は
、

一
九
二
〇
年
の
ヒ
ギ
ン
ズ
判
事
の
木
材
業
勞
働 

者
-足
對
す
る
判
決
に
於
て
V
あ
る
。
此
判
決
^
依
れ
ば
、
此
判
決
の
下
^
あ
る
す
べ
て
の
勞
働
者
は
、
.臨
時
歷
を
除 

さ
す
べ
て
ー
週
間
を
茈
礎
ど
し
て
雇
傭
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
但
し
最
初
の
一
四
日
間
は
一
日

前
の
豫
吿
を
以
て
解 

雇
又
は
辭
職
を
な
し
得
る
規
定
が
あ
る
。
續

い
て
一
九
二
ー
年
^

勞
働
組
合
の
要
求
を
容
れ
.て
、.
機
械
エ
^

對
し
て 

週
雇
傭
の
制
?:
定
め
た
。
即
ち
最
初
一
四
日
間
は
日
«
傭
で
あ
之
以
後
は
解
雇
又
は
辭
職
に

r
週
間
の
豫
吿
を
要 

し
、

.

一

年
八
日
の
國
際
休
日
は
賃
鈒
支
拂
を
受
け
る
。
但
し
相
當
の
理
由
な
く
し
て
休
業
せ
る
も
の
は
賃
銀
を
差
引
. 

炉
れ
.
.、
又
何
等
か
の
不
都
合
を
働
さ
尺
る
も
の
は
即
座
^
解
雇
^
れ
る
事
^
.な
つ
た
の
で
あ
る
。
併

し

1:

方
に
於
て 

斯
る
週
一
麗
傭
制
施
行
の
結
果
展
主
の
蒙
る
.损
.害
を
補
償
す
る
必
要
が
あ
つ
た
.。
_例
へ
ば
病
氣
休
業
^
.對
し
て
«
鈒
を 

支
拂
ふ
.は
一
年
に
つ
さ
六
日
間
に
制
限
す
る
が
如
さ
.、
又
は
一
雁
主
.の
責
任
^
あ
ら
ざ
る
事
由
^
依
6
て
生
ず
る
作
業

焫
ニ
十
四
卷(

一

六
九
五〕

濠
洲
に
於
け
る
貨
銀
統
制 

第十號こハ七
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制 
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號
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の
'休
止
等
^
對
し
て
、
屉
主
の
賃
銀
支
拂
義
務
を
免
除
す
る
が
如
さ
揚
合
で
あ
る
0、

以
土
述
べ
し
所
.で
大
.體
明
か
な
る
が
如
ぐ
、
‘週
®
傭
制
は
一
.年

六

日

間

以

上

；の

病

氣

休

業

、

'規
定
，5
れ
た
る
八
日 

の
休
日
以
外
の
休
！

H

、
事
業
閑
散
の
爲
め
の
休
日r

‘機
械
0
破
壊
1:
場
.の
燒
失
等
の
爲
め
の
休
業
等
k
對
し
て
は
賃 

銀
が
支
飴
^
れ
なS
 

o
!'
■
■
■レ
ー
キ
ブ
ロ
ッ
ク
.マ
-'
'
判̂
事
は

.ー，九
ニ
.八
年

の

：裁

縫

業

，

^
對
す
る
判
決
^
於
て
、同
業
勞
働 

者
は
タ
リ
：ス
マ
ス
休
日
、
事
業
閑
散
、
病
氣
等
k
依
6
て
、1

年
k
.っ
$
二
週
間
を
休
業
す
る
も
の
多
認
め
て
賃
銀 

を
決
定
し
た
。
即
ち
從
來
の
ぐ
ー
グ
；

タ
遊
本
賃
銀
は
、勞
働
者
が一,

年
に
付
五
.ニ
週

間

就

業

す

.る

も

の

ど

し

て

算 

定

3
れ
て
居
る
か
ら
、
裁
縫
勞
働
者
賃
銀
•か
眞
k
，ノ
1
グ
ュ
メ
タ
標
準
R-
達
す
る
.が
爲
め
k
は
、
五
〇
迦
間
就
業
ど
見 

て
算
出
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ど
す
る
も
の
で
あ
る
。
钽
し
此
判
決
で
は
パ
y
丨
ズ
の

三
志
は
附
加
3
れ
な
か
っ
た
。
上
述 

の
如
く
、
閑
散
期
に
當
っ
て
歷
主
は
通
例
の
週
雇
傭
制
の
下
^
於

.て
は
、
雇
人
の
承
諾
な
さ
限
6
就
業
時
間
を
.短
縮 

U

M
銀
も
其
#
合
に
低
下
せ
し
め
る
事
は
許
^
れ
な
い
。
斯
る
場
合
勞
働
費
を
縮
少
せ
し
め
ん
が
爲
め
に
は
、
¥
主 

は
屜
人
^

一
 

週
問
前
の
豫
街
を
與
へ
た
る
後
解
雇
し
得
る
の
み
で
あ
る
。併
し
特
殊
*
愦
を
有
す
る
產
業
R
於
て
は、

 

此
规
定
は
修
芷
さ
れ
て
居
る
。
例
へ
ば
裁
縫
業
の
如
3
は
閑
散
期
に
於
て
、
勞
働
者
を
交
替
し
て
休
業
せ
し
む
る
方 

法
又
は
全
«
主
の
就
業
時
間
を
短
縮
す
る
方
法
を
用
ぶ
る
事
を
特
^
許
可
^
れ
て
、
居

る

が

如&
で
あ
る
。
斯
る
產
II 

に
於
て
は
、
此
方
法
が
歷
主
屉
人
双
方
に
ど
6
て
有
利
な
6

^
思
惟
3
れ
る
が
故
で
あ
る
。

.： 

.

產
業
の
性
質
上
就
業
の
極
め
て
不
規
則
な
る
も
の
に
對
し
て
は
、
時
間
雇
傭
制
が
行
は
れ
て
居
る
。
此
制
度
の
下 

R
於
て
は
、
日
歷
傭
制
同
樣
_
祭
日
、
疾
病
、
閑
散
期
等
の
休
業
^
對
し
て
何
等
直
接
の
補
償
が
與
へ
ら
れ
な
い
の 

で
あ
多
、.

«主
は
何
時
な
.ク
ど
も
解
雇
し
得
る
の
で
あ
る
。
併
し
斯
の
如
さ
時
間
雇
傭
制
の
下
^
蒙
る
不
利
益
を
、

丨

間
接
化
袖
偾
す
る
爲
め̂

、
週
賃
銀
ょ
ク
は
高
\率
の
：賃
銀
率
を
定.め
.，る
{7
)
:ヤ
：：あ

る
::
0

其
算
定
定
方
法
は
一
週
間
に
於
る 

芷
味
就
業
時
間
.の
平
均
數
を
見
積
ぅ
、
之
を
以
て
週
雇
傭
制
の
基
本
賃
銀
を
除
し
た
る
も
の
を
基
礎
ビ
し
て
算
定
す 

る
の
で
あ
る
。
故
に
斯
る
時
間
歷
傭
制
卞
化
あ
ぅ
な
が
ら
、
事
實
上：

一：年
中
を
通
じ
て
殆
ざ
繼
續
的
^
就
業
し
つ
> 

あ
る
者
は
、
週
W
傭
制
下
の
同
種
勞
働
漭
ょ
ク

も
高
き
賃
銀
を
.得
る
事
S
な
る
。

ー
夂
一
‘
八

年

に

於

て
は
不
規
則
勞 

働
者
の
內
少
數
の
優
秀
な
る
.者
.の
み

が

、
：繼

續

的:^
仕
事
を
得
つ
、
あ
つ
た
も
の

<£
認
め
ら
れ
.、
，
ヒ

ギ

シ

.ズ

判

事

に 

依
つ
て
»
る
^
入
罾
«
も
一
.種
の
補
足
賃
銀
^
し
て
.：邀
懿
さ
れ
た

:\
u1::

九1

一
一1

年
船
舶
塗
工
、
船
渠
勞
働
者
の
內
繼 

續

的

狀

就

業

せ

る

多

數

：の

.不
規
則
勞
義
者
が
、
.他
の

：熟

練'1
1
:ょ
6
も
大
次

.
0賃
舰

を

:#
つ
；
、
あ
^
し
來
鑑
み
、
ク
4 

>
判
事
は
賃
銀
を
改
釘
し
て
、
.、
週

雇

傭

制

下̂
て
：，保

證3
る
、
程
度
の
疾
病
休
業
國
祭
日
休
業
等
^
對
し
て
の
若
干 

額

^
、
熟
練
に
對
す
る
補
足
賃
艱
ど
し
て
の
若
千
額
^
を
基
本
賃
銀
に
加
へ
た
る
も
の
を
新
賃
銀
^
な
し
、
從
來
の 

賃

鈒

率

ょ

:̂
多
少
低
さ
^
の
？
し

介

:.
0
.

. 

’
 

.

ド
；上
述
の
時
間
雇
.傭
制
は
、：
不
規
則
勞
働
者
の
み
.な
ら
ず
規
則
勞
働
の：

或
物
に
：も
行
は
れ
て
居
々
。
：'此
場
：合
は
最
低 

賃
金
に
：
-观
五
志
を
追
加
し
.た
る
額
ょ
4
算
出
^
れ
た
义
賃
鈒
を
支
拂
ふ
。，
や
は
^
國
祭
休
日
疾
病
休
業
等
に
對
し 

て
賛
金
の
支
給
は
衣S

事
勿
論
で
あ
る
:0
例
へ
、ば
鑄
型H

.

の
如
き
は
、
週
又
は
日
雇
傭
制
.の
下
奶
於
て
は
、
雇
人
が
：
 

解
雇
の
豫
耑
を
受
け
た
る
後
故
意
に
製
品
を
破
損
せ
し
め
て
雇
主
^
大
な
る
損
唐
を
與
へ
る
事
が
出
來
る
が
、
雇
主 

は
之
を
.澈
意
な
や
過
失
な

6
や
定
む
る
摩
が
出
來
ぬ
X
の
理
由
に
'依

一

九

一

1

四
年
ク
ィ
ッ
ク
判
事
は
鑄
型H

勞 

働
組
合
奶
週
雁
傭
制
猓
用
の
要
求
を
容
れ
な
か
つ
た
。
：
:'
',
' 

*

'.日
慕
傭
制
は
極
め
て
僅
か
の
.産
業
に
し
か
行
は
れ
て
：居
な
い
>
時
間
雇
傭
制
に
此
す
れ
ば
多
少
勞
働
者
に
ビ
6
有

第

二

十

辟

卷(
一

六
九
.七〕

濠

洲

に

於

け

る

賃

銀

統

制

^

t
號

I:
ハ
*,
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濠
洲
に
於
け
る
货
銀
統
制 

第
十
1

-
u
d

利
で
あ
る
。
' 

.

1

九
二
七
年
七
月
の
ビ
ィ
ビ
ィ
判
事
の
判
決
K
依
つ
て
、、
機
械
工
及
鐡
エ
の|

部
が
週
雇
傭
制
か
ら
日
歷 

傭

®

k
移

1
:
‘
最
遞
賃
；銀
に
4
:週
五
志
を
附
加
し
た
る
實
銀
を
支
給
さ
れ
た
が
、
勞
働
組
合
の
反
抗
の
爲
め
同
八
月 

早
く
も
週
赝
傭
制
^
顧

歸

し

た

.°
勞
働
組
合
の
反
對
娌
曲
は
、，
此
日
雇
傭
制
の
下
に
於
て
は
痛
主
ま
一
週
五
日
間
だ

け
勞
働
者
を
雇
ひ
得
る
が
故
に
勞
働
者
は
收
入
の
六
分
の
ー
を
失
ふ
す
云
ふ
^
あ
つ
た
。

'

.

.

.

.

.

.

.

■

最
德
規
則
勞
働
で
あ
々
在
が
ら
臨
時
に
層
は

^
、
も
の
が
あ
る
。
.即
ち
.パ
ソ
丨
ズ
判
事
の
定
義
签

へ 

'
ば
、
有 

能
な
.る
勞
働
で
あ
り
な
が
ら
、
就
業
後
六
日
の
終
ら
ぬ
以
前
^
何
等
貝
身
の
過
^
原
か
ず
し
弋
、
解
翟
又
は
仕
事
を

拒
絕
f

く

勞

働

者

で

：あ

る

。

此

場

合

.4

通

勞

働

者

の

最

獲

鈒

以

上

美

給

さ

れ
J

し
.て
は
裁
判
所
は
何
等
統j

あ
る
方
針
を
有
し
な
い
。

j 

k
產
業
の
性
質
マ」

其
產
業
に
於
る
掼
習
ど
に
依
る
の
で
あ

气

ぐ

.

.
y

.

.

.

■

:

;

.

.

.
て

.

.

1
〇
、
産
業
の
賃
銀
支
拂
能
力
' 

ノ

^
濠
洲
^
於
け
る
®

本
貨
鈒
は
、
勞
働
者
の
生
活
費
を
甚
猶
S
し
て
定
め
ら
れ
、
如

何

'̂
る
產
業
如
对
な
職
業
k
於 

て
も
又
如
何
な
る
勞
働
者
に
對
し
て
も
、
此
甚
本
賃
鈒
以
下
の
支
拂
を
許
5
れ
な
い
.「

神
聖
^
し
て
浸
す
べ
か
ら
ざ 

る
.

」

も
の
で
あ
る
0
故
に
此
*
本
貨
«
の
(«
す
る
範
圍
^
於
て
は
、
淹
業
が
如
何
な
る
賃
鈒
支
拂
能
カ
を
有
す
る
か
は 

蚤
く
考
虛
3
れ
なS

。

併
し
茈
本
賃
鈒
以
上
の
貨
銀
差
額
の
關
す
る
範
圍
k
於
て
は
、
其
決
宠

R
當
つ
て
產
業
の
赁 

銀
支
拂
能
力
が
考
虛
3
れ
る
事
も
あ
る
。
勿
論
一
產
業
內
の
各
個
企
業
單
位
の
盛
衰
^
依
つ
て
、
其
特
定
企
業

取
& 

內
の
勞
働
者
の
«
銀
を
上
下
す
る
事
は
な
い
。
如
何
に
ー
會
社
が
繁
榮
な
'6
V

J

も
、
そ
の
理
甶
の
み
を
以
て
其
&
出 

の
勞
働
者
^
賓
さ
賃
銀
を
支
給
せ
し
め
、
又
は
其
反
對
^
如
何
.に
.

|

#

社
が
經
營
困
難
な
$
ど
も
、を
の
现
由
0
み
.を

以

て

し
.て
は
其
勞
働
者
に
低
さ
賃
鈒
を
支
給
せ
し
ひ
る
事
は
出
來
な
い
の
で
あ
气
何
ど
な
れ
ば
斯
く
す

5
事
は
、
 

多
數
屉
主
を
競
爭
上
不
公
平
の
地
位
に
立
た
、
し
む
る
事
ど
な0

か
ら
で
あ
る
。
併

乍

ら一
淹
業
全
體
に
心
れ
る
驚 

榮
又
は
貧
窮
ビ
に
依
つ
て
は
、
賃
鈒
は
多
少
影
響
さ
れ
る

j
グ
ィ
ク
ト
リ
ァ
及
タ
ス
マ
ニ
ァ
州
，の
鑛
山
.業
の
'如
さ
經 

營
闲
雛
に
陷
れ
る
産
業
k
對
し
て
は
、
他
淹
業
の
同
.種
勞
働
が：

得

つ
、
あ
る
ょ

6
も
稍
低
き
率

^
定
め
ら
れ
る
；事
も 

あ
る
"
又
反
對
に
一
產
業
が
好
況
な
る
時
は
、
通
常
の
補
足
賃
銀
以
上
に
，産
業
補
給

?
01
|
^
.
&
0
\
^

§
5 

VJ

稱 

せ
ら
る
、
も
の
が
支
铪
せ
ら
れ
る
事
•か
あ
る
。
.產
業
補
給
^
は
、

一

產
業
の
勞
働
者
全
部
が
最
低
賃
鈒
額
以
上
に
或 

額
を

受
け
、
而

し

，
て

此

額

は
ー
に
其
產
業
の
繁
榮
せ
る
ょ
.

CN

出
で
た
る
も
の
で
あ
つ
て
、
何
等
勞
働
考
の
勞
務
に
對 

す
る

報
酬VJ

し
て

解

^
.
る

ベ

さ

も

の

で
は
な
い

。
元
來
之
は
雇
主
雇
人
間
の
«
約
の
規
定
中
に
見
ら
.る

、
所

.で
あ
つ 

た
が
、
其
後
裁
判
所
^
依
つ
て
も
採
用
3
れ
判
決
に
含
爻
る
、
事

^
な
つ
た
。
例
へ
ば
ー
九
ニ
ニ
#

瓦
斯
業
に
於
る 

不
熟
練
勞
働
者
^
對
し
て
パ
ヮ
ー
ズ
判
事
は
、
當
時
實
際
に
行
は
れ
.っ
\
あ

'つ
た
所
に
從
ひ
、

r
週
三
志
の
產
業
補 

袷
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
之
に
對

し

て
サ
ウ
ス
•
ォ
I

ス
ト

ラ
ソ

ァ
州
の
ブ

ラ

.
ウ

ン判
事
は
次
の
如
さ
反
對
論
を
述
べ 

ず
居
.る
。
即
ち
同
判
事
に
從
，へ
ば
、
產
業
め
盛
衰
の
狀
態
を
常
に
知
悉
す
る
事
は
困
纖
で
あ
ぅ
、
又
產
業
狀
態
變
化 

の
際
產
業
補
給
を
廢
す
る
必
要
が
生
じ
て
A
其
廢

JK
は
極
め
て
大
な
る
调
雛
を
伴
ふ
で
あ
ら
ふ
。
故
に
斯
の
知
&
賃 

銀
の
追
加
支
給
は
、
判
決
を
以
て
强
制
的
に
行
は
ず
雇
主
歷
人
間
の
任
意
協
約
に
委
す
べ
さ
で
あ
る
。

最
後
に
ー
地
方

^
於
る
一
般
產
業
の
す
べ
て
の
繁
榮
に
對
し
'て
も
割
增
が
拂
は
れ
る
。
例
へ
ば
一
九
ー
四
年

シ
ド 

i
rft
於V

、

へ
ィ
ド
‘

v

判
事
は
生
活
費
を
一
'週
.四
八
志
^
算
出
し
た
が
、
好
況
時
の
分
け
前
^
受
く
べ
き
で
あ
る
ぐ
し 

し
て
、
輕
作
業
に
は
ー
日
八
志
八
片(

生
活
費
に
.六
片
1の
割

增〕

普

通

作

業

；に.は

八

志

九

片

、

重

作

業

ー

に

：
九

志

を

支

_
給

第
二
十
四
卷
.

(

一
六
九
九
し
漆
洲
に
於
け

.る
賃
銀
競
.
制

 

第

十

號

一

七

一



第

二

十

四

卷(

一
七
0
0
:

)

濠
洲
に
於
け
る
食
議
刺 

第

十

號

一

七

ニ

す
る
事
を
勸
吿
し
た
。
'併
し
間

i

く
好
況
は

去
名

同

年

®

同
州
の
_

所
に
依
っ
て
此
繁
榮
補
給
P

I
暑

 

a
l
l
o
w
a
n
c
e
s

は
取
除
か
れ
て
し
ま
っ

た

。

ァ

ン
ダ
ス
シ
：兵
の
結
論
に
從
へ
ば
、
多
少
な
6

€

も

秩
序
あ
ぅ

科
學
的
な

る
方
法
を
以
て
、
：I

般
產
業
の
好
况
不
况
k
此
補
給
：の
支
狒
を
適
應
せ
し
め
ん
^
す
る
試
を
な

し

た

も

の

ょ

一
も

な
 

S

.0
で
^
る

.0

. 

- 

.

へ

:

:

1
:
、
：
兒

童

手

當
_
,

'

1

£

け
る
.聯

響

局

制

定

の

_

賓

銀

即

ち

.
V

丨
5

タ
賃
*

は

、
夫
婦
：及

兒

童

灵.一

家
族
を
標
|

 

4

る

も

の

で

あ

る

故

化

ぐ

ー

；
ゥ

ュ

.ス

タ

.*
銀
.は

兒

童

を

，
有

せ

ぎ

る

.勞
働
者
.に
'厚
く
、U

一
人
以
上
の
兒
童
?:
有
す
る
.啓 

«

者
k

薄
い
事V

J

彥

。
生
活
賃
鈒W

は

一

定

標

準

の

座

活

會

營

艺

むS

足
る
賃
銀
の
謂
&

る

か

ら

、
：
身

均.1..:

賃

鈒

制

は

生

靈

鈒

本

S

職
分
を
果
|

い
の
で
あ
る
;.
，：0

.此
處

隻

っ

て

兒

童

I

 

f

 

も
の
ど
も
て
生
活
賃
銀
を
定
め
、
兒
童
を
有
す
る
者
に
對
し
て
は
、
法
？

以

S

制

的

に

兒

筆

當

I

給
す
る 

方
奮
が
、4

來
.の
5

'
賃
鈒
制
S

る
べ
I

の
で
し
S

唱
I

、
S

っ
た
.
。
.併
乍 

者
び
：̂

す

ら

.®
々
.
-»
見
の
相
違
が
あ
る
o
'勞
働
組
.合
■
の
主
張
す
る
’が
如
ぐ
、ン
從
來Q.

生
活
賃
銀
を
据
置
さ
て
其
.

兌
童
手
當
を
支
給
す
ベ
多
、
曆
主
侧
の1:

部
が
主
張
す
る
が
如
く
、
'從

來

：
の
：
生

活

賃

銀

：
の

.
算

出

霖

礎

を

變

じ
 

3r
/

.

s族

：
の

代
S々

.
婦

の

み

の

生

活

費

着

賃

銀

を

決

定

す

る

.
y

は
阈
庫
な
6
や
產
業
，な
6
や
又
は
勞
働
者
自
身
の
共
同
資
金
な
ぅ
や
、
等
極
め
て
困
難
な
る
問
M

が
提

出

せ

ら
れ

、

.一'
'プ
ー
ー
丄
年
聯̂V

政

府
k
依

っ

て1

調

楽

姿

貴

會

が

任

命
.
れ̂

/2
0
.此

委

員

會.
C
-S
M
手

常

又
.は
；家

族

補

給

調

資

委 

J

S
.UI

、
プ

ニ

ブ

年
&
カ

^
報
带
を
發
表
し
た
が
；ノ
多
數
報
赞
は
、主
ゼ
も
て
'現
行
往
活
賃
銀
が
.兒
童
^

對す，
、手

當
，a :

も
含
め
る
事
其
他
の

a

.由
を
以

.

て
、_

從
來
の
生
活
賃
銀
据
置
の
兒
童
手
當
制

«

に

反

對

し

、
，
少

數

.

報
告
は
之̂

 

反
し
て
斯
る
兒
擊
篇
に
賛
成
し
、
獨
身
者
に
對
し
て
ニ
〇
〇
勝
ま
で
課
称
免
除
額
を
下
げ
且
つ
高
額
所
得
に
對 

す
る
課
税
の
累
進
率
を
ー
層
大
に
す
る
事
等̂

依
つ
て
、
兒
童
手
當
の
財
源
を
得
ん
事
を
主
張
し
た
。

又
一
九
ニ
〇
年
以
來
聯
邦
官
it
k
對
し
て
兒
童
手
當
制
が
實
施
3
れ
て
來
た
。
即
ち
妻
帶
者
は
最
低
一
週
四
磅(

年 

額
ニ
〇
八
@

を
得
、
一
四
才
以
下
の
兒
量
ー
人
に
就
5
五
志(

年
額
一
三
镑)

の
手
當
を
支
給
さ
れ
る

の

で

あ
る
。
伹 

し
是
は
年
s

o

o
磅
以
下
の
官
吏
の
み

^
對
す
る
も
の
で
.あ
つ
て
、

年
額
三
〇
〇
磅
以
上
五
〇
〇
磅
次
で
の
官
東 

は
、
三
〇
〇
磅
を
越
ゆ
るI

六
磅
每
に
兒
童
手
當一

年

に

就

さ

'磅
だ
け
減
ず
る
。
年
額
五
〇
〇
磅
以
上
の
官
吏
に 

對
し
て
は
兒
®
手
當
は
全
く
支
給
さ
れ
な
い
。

一
九
ニ
三
年
官
吏
^
對
す
る
甚
本
俸
給
が
新
に
年
ニ
〇
五
勝
八
志
:̂ 

算
：q

^

nた
。
是
は
夫
婦
の
生
活
費
を
甚
礎
^
す
る
も
の
で
從
來
の
妻
帶
者
獨
身
者
間
の
差
別
は
除
ヵ
れ
た
而
し 

て
ョ
寺
^
#
邦
官
東
の
有
す
る
平
均
兒
童
數
は
〇•

八
四
人
ビ

算
定
さ
れ
、
兒
童
一
.人

^

對
す
る
手
當
年
一
一
一
一
磅
の
八 

四
^
た

る1

o
磅
八
志
を
右
の
墓
本
俸
給
一
1〇
五
磅
八
志
ょ
ク
差
引
き
、
殘

額1

九
五
磅
を
實
際
の
甚
本
俸
給
^
し 

切

差

■

電

f

 0

歡
八
士 

|幻
狀
て
妬
童
手
賢
の
財
源
に
當
で
た
の
'で
ぁ
る
。
“其

後

金

額

^

就

ぃ

て

二

三 

吹
錄
似
錄
あ
ケ
た
が
大
觀
ぬ
上
記
吹
黴
で
知
る
。
パ

.r

 

rr:::.'.,..:

J :
^ :

ゥ
案
め
ス

i

r

グ
尤
州

I

於
て
ば

'

ー
へ
九
ニ
七
牟
议
來

「

象

族

：苹

當

法

」

"

ぼ
日
受
ぎ
ぎ
与
目

^

-

&

;

^T i
に
兒
*

手
ー
當
制
を
實
施
し
尤® .
-

^

。
.
同
街
忆
依
れ
ば
、

勞
働
者
家
族
寒
の
過
去
二

 T
t

ヶ
月
^

對

す

.る

收

入

が
、
 

ザ

被

牟0.
4

锒

貧

銀(

夫

婦
.の

み

の

生

•活

費
^.
基

ぐ
>

0)

^

其

家

族

^

ー
0

才

以

卞

の

ー

兒

寞

ー

A

K
就

き

一

年

■一
 

I 
ニ 

職
^

加
^

し
汝
を
紙
に
達
せ
ざ
ん
レ
場
合̂

は
，

一
A :
0.
.兒
童
柘
就
き
年 

'
,
1
ー1
4磅

の

割

合

^
:
て

兒

童

第
一#

映#

(

1

七
〇

1〕

濠
洲
に
於
け
る
賃
銀
紘
制 

•

第

十

辕

ー

七
3



5

屮

四

卷

(

一
:'七
〇
3
 

'濠
洲
に
於
が
る
賃
鉱
秣
制 

f

號

.
一

 

四

れ
る

t

低

螽

族
：收

.

入
，の
右
の
定
靖

S

す
る

2

額
が
：3

家
族
收
入
ど
は
.勞
働
者
及
其
.妻
子
の
#

繁

收

入

の

会

計

で

.
ぁ

气

H

賃
鍈
の
'
1定

の

割

合

指

當

ず

.る
金
額
を
徵

で
：.含

 

事
ふ
ど
せ
&
れ
、

-
^

^

充
分
に
t
つ
た
墓

ふ

理
由
で一

九
ニ
七
年
一
一
月
以
來
徵
收
は
中
昔
れ
て
居
る
。
當
局
は

®

害

負

_
重
き
こ 

過
ぐ
る
を
以
.て
他
の
財
源
調
達
法
を
考
慮
中
で
あ
み
ど
聲
明
し
忆
0
,
0昭
和
五
年
八
月
ー

|
九
日〕

,'
:
.フ

:

.

.

誌雜會學田三

: 載 轉 禁

敏 十第卷四十ニ第

東
京
、市
芝
區
三
田
ニ 
丁
目II

番
地
慶
應
義
塾
內
：

_

_":
•保

-'
,
:東
：
寮

：市̂
坂
區
新
町
五
丁
目
四
十
ニ
铕
地
.

W
 

5

.
 

:
:■
■
金

：：
：子
：
：
' 鐡

：'..五

郞

;.東へ
凉
：̂'
赤
坂
：區
新
町
五
丁
目
四
十
ニ
番
地

印

刷

.
所

.

金

'
子

©

-
版

(

'所
，

#
1

#'
定
價
金
五

拾
：

錢

郵
I

壹
錢
S
:
:
:
一
 

-

•
半

ヶ

年

分
金
貳
圓
九
拾
錢

一
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